
新連載| 皿那
め
し
や
」
と
言
っ
て
料
理
の
残
り
を

置
い
て
い
っ
た
。
当
時
の
私
に
と
っ
て

料
理
は
「
文
化
」
に
程
遠
く
「
え
さ
」

で
し
か
な
か
っ
た
が
、
殺
伐
た
る
部
屋

で
ト
リ
ス
を
飲
み
つ
つ
貧
り
く
っ
た
そ

の
味
は
未
熟
な
私
の
舌
に
も
絶
妙
の
印

象
を
残
し
た
。
色
装
紙
に
田
村
町
・
新

雅
と
か
中
国
飯
店
と
あ
っ
た
。
後
年
そ

の
二
店
に
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た

私
は
そ
の
味
に
心
酔
し
た
。
二
店
が
姿

を
消
し
て
永
い
が
私
は
そ
の
ま
ぽ
ろ
し

命《
野
ル
オ
ー
ク
ラ
挫
戸
桃
花
林

オ
ー
ク
ラ
神
戸
の
開
業
当
初
、
私
は

桃
花
林
で
食
事
を
し
な
が
ら
こ
の
味
は

ど
こ
か
で
馴
染
ん
だ
味
だ
と
気
付
い
た
。

紹
興
酒
の
酔
い
の
中
で
私
の
記
憶
は
遠

く
昭
和
三
十
年
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

し
て
い
た
。
当
時
二
十
数
才
の
私
は
芝

公
園
近
く
の
会
社
の
宿
直
室
に
寄
宿
し

て
貧
し
い
青
春
を
送
っ
て
い
た
。
時
々

社
長
が
夜
半
、
宴
会
帰
り
に
「
お
い
支

〈

街

中国料理桃花林
神戸市中央区波止場町２－１
ホテルオークラ神戸３F
TELO78善333-3526（直通）

１
８０

１

料
理
司
が
客
と
対
し
得
る
の
は
料
理
を
通
し
て
で
あ
る
。
料
理

司
が
料
理
と
一
体
に
な
り
、
客
に
対
す
る
さ
ま
は
、
利
休
の
「
こ

の
年
、
こ
の
月
、
こ
の
Ｈ
、
客
を
迎
え
て
す
る
菜
は
生
涯
中
こ
の

一
回
の
他
に
あ
ら
ず
」
と
い
う
一
期
一
会
の
心
に
他
な
ら
な
い
。

そ
ん
な
人
や
店
を
紹
介
し
た
い
。

余田料理長（左）と。山海の珍味を存分に

の
味
に
桃
花
林
で
遭
遇
し

た
。
余
田
料
理
長
に
よ
れ

ば
、
そ
の
二
店
は
広
東
料

理
の
日
本
発
祥
の
地
で
あ

り
特
に
中
国
飯
店
の
梁
樹

能
氏
が
昭
和
三
十
七
年
東

京
オ
ー
ク
ラ
開
業
と
共
に

桃
花
林
を
差
配
し
広
東
料

理
は
オ
ー
ク
ラ
を
基
点
に

全
国
的
に
普
及
し
た
由
。

余
田
さ
ん
は
東
京
桃
花
林

で
修
業
し
て
そ
の
味
を
神

戸
に
持
ち
込
ん
だ
も
の
の

神
戸
は
南
京
町
を
は
じ
め

中
華
料
理
の
メ
ッ
カ
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
よ

り
も
共
存
共
栄
と
心
得
え
て
彼
は
町
の

流
儀
も
会
得
し
、
客
の
声
に
も
耳
を
借

し
つ
つ
、
伝
統
的
な
味
を
ベ
ー
ス
に
関

西
人
の
口
に
順
応
し
趣
好
に
ケ
ー
タ
ー

す
る
神
戸
桃
花
林
風
の
広
東
料
理
を
確

立
し
た
。
東
京
オ
ー
ク
ラ
の
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
雰
囲
気
に
比
べ
神
戸
は
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
。
港
を
望
む
食
堂
、
粋
を
極
め

た
料
理
、
津
村
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
他
ス
タ

ッ
フ
の
気
配
り
ｌ
オ
ー
ク
ラ
の
理
念
、

ベ
ス
ト
Ａ
Ｃ
Ｓ
（
施
設
・
料
理
・
サ
ー

ビ
ス
）
を
具
現
し
て
い
る
。
お
薦
め
は
、

か
に
の
ふ
か
ひ
れ
ス
ー
プ
、
滑
ら
か
だ

が
下
味
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
。
季
節

野
菜
妙
め
海
鮮
二
種
は
山
海
珍
味
が
油
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料
理
を
通
じ
て
人
と
人
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
り
和
を
つ
く
る
意
図
で

社
名
を
西
村
屋
フ
ー
ズ
コ

ム
と
改
称
し
た
。

山
陰
直
送
の
相
伝
か
に

料
理
は
言
わ
ず
も
が
な
、

睦
月
か
ら
師
走
ま
で
十
二

通
り
の
鍋
懐
石
を
メ
イ
ン

と
し
て
、
角
谷
支
配
人
、

嘉
数
料
理
長
が
社
長
の
心

を
受
け
て
四
季
折
々
の
豊

か
な
食
材
を
生
か
し
て
旬

の
味
を
供
し
て
く
れ
る
。

一客一亭がモットー。窓から広がる緑に心が和む

七
年
前
、
か
に
の
西
村
屋
が
熊
内
茶

寮
を
開
店
し
た
事
を
聞
き
そ
の
場
所
が

を
感
じ
さ
せ
ず
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
て
妙
。

お
こ
げ
丘
目
あ
ん
か
け
は
ス
ー
プ
を
か

け
る
時
の
音
が
食
欲
を
そ
そ
る
。
春
巻

は
ク
リ
ス
ピ
ー
な
閑
ざ
わ
り
が
国
際
的

に
好
評
だ
が
、
と
り
わ
け
、
四
品
の
う

ち
一
人
で
二
品
づ
つ
選
べ
る
ラ
ン
チ

（
二
千
五
百
円
）
は
お
得
メ
ニ
ュ
ー
。

余
田
さ
ん
に
他
店
の
批
評
な
ど
水
を

向
け
て
も
、
各
々
の
よ
さ
を
強
調
し
て

批
判
め
い
た
こ
と
を
言
わ
な
い
謙
虚
さ

の
奥
に
三
十
六
年
間
の
オ
ー
ク
ラ
の
味

の
一
角
を
守
り
育
て
て
き
た
人
の
自
信

が
キ
ラ
リ
と
輝
い
て
い
る
の
を
見
た
。

西
村
屋
熊
内
茶
寮

た
じ
ま
牛
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
、
紙
鍋
仕

立
て
の
か
に
す
き
は
名
代
の
鍋
だ
が

昼
食
の
海
鮮
飯
蒸
し
膳
は
、
か
に
の
飯

蒸
し
に
向
付
と
汁
な
ど
が
つ
い
て
五
千

円
で
お
値
打
ち
も
の
。
季
節
に
応
じ
て

桜
鯛
、
初
か
つ
を
、
蝋
や
あ
な
ご
と
続

く
。
西
村
さ
ん
の
面
目
躍
如
た
る
点
は

之
等
の
料
理
が
す
べ
て
完
全
電
化
厨
房

で
仕
込
ま
れ
、
電
磁
プ
レ
ー
ト
を
組
み

込
ん
だ
テ
ー
ブ
ル
で
煮
炊
き
さ
れ
る
と

い
う
ク
リ
ー
ン
で
ス
マ
ー
ト
な
現
代
性
、

し
か
も
雅
趣
豊
か
な
和
風
の
中
で
料
理
識

は
百
四
十
年
の
伝
統
を
踏
ま
え
て
、
す
識

べ
て
藍
で
統
一
さ
れ
た
器
に
か
に
の
赤
綜珠

が
映
え
る
と
あ
れ
ば
、
メ
カ
ニ
カ
ル
な
嬬

機
能
性
の
中
に
歴
史
と
和
の
心
が
息
づ
偶

い
て
い
る
の
が
感
じ
と
れ
る
。
食
物
は
潅役

モ
ノ
だ
が
味
は
心
で
あ
る
。
そ
の
心
を
聯

人
に
伝
え
た
い
ｌ
も
て
な
し
の
心
を
形
溶

に
表
し
た
料
理
が
彼
の
理
想
で
あ
ろ
う
霊

か
。
創
造
な
き
伝
統
は
形
骸
に
す
ぎ
な
鍛社

い
。
こ
の
人
は
夢
の
中
で
、
か
に
を
タ
峰

テ
に
歩
か
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
錆

想
像
す
る
私
で
あ
っ
た
。
友村中

｡ ＝＝庇

１
宰
一
控

菓
子
工
場
跡
の
ビ
ル
の
Ｂ
１
Ｆ
〜
Ｂ
３

Ｆ
で
暗
渠
の
様
な
溝
の
横
だ
と
知
っ
て

正
直
な
話
、
珍
し
が
り
や
の
私
も
さ
し

て
食
欲
を
感
じ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が

実
際
に
訪
れ
て
み
て
私
は
経
営
者
の
非

凡
な
る
才
能
に
脱
帽
し
た
。
き
つ
ね
川

な
る
水
路
の
土
堤
に
手
を
加
え
、
竹
や

椋
柵
の
み
ど
り
を
借
景
と
し
て
深
山
幽

谷
の
情
趣
に
包
ま
れ
て
風
雅
な
数
寄
屋

造
り
の
料
亭
が
出
現
し
て
い
る
で
は
な

い
か
。
と
て
も
三
宮
と
目
と
鼻
の
距
離

に
居
る
と
は
思
え
ぬ
風
情
で
あ
る
。
西

村
理
社
長
は
「
神
戸
の
海
の
文
化
、
山

の
文
化
に
加
え
て
坂
の
文
化
を
創
り
た

く
て
」
と
言
う
。
新
し
い
価
値
創
造
に

挑
む
人
で
あ
る
。
創
業
百
四
十
年
、
江

戸
安
政
か
ら
の
歴
史
に
根
ざ
し
な
が
ら

新
し
い
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
と
り
入
れ
、

鍋懐石西村屋熊内茶寮
神戸市中央区熊内町１－８－２３

グランドール熊内B F
T E L O 7 8 - 2 3 1 - 6 7 6 7
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、
幽
罰
罰

= ず

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



蟹
：

一
も
だ
か
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
参
照

凸
一

★
市
民
映
画
劇
場

３
月
例
会
「
コ
ー
サ
カ
ス
の
虜
」

３
／
訂
（
金
）
・
記
（
土
）

①
Ⅱ
“
、
②
杷
酎
的
③
幅
缶
”

④
打
叩
叩
⑤
伯
”
叩

脚
⑱
、
〜
映
画
上
映

神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル

地
下
鉄
大
倉
山
駅
す
ぐ

公
０
７
８
．
３
５
１
．
３
５
３
５

当
日
１
０
０
０
円
前
売
９
０
０
円

３
／
劃
（
祝
）
〜
５
／
〃
（
日
）
月
曜
休

個
函
的
〜
灯
餌
叩
（
入
館
は
〜
把
如
釦
）

神
戸
市
立
博
物
館

三
宮
駅
南
西
徒
歩
相
分
旧
居
留
地
京
橋
筋

恋
０
７
８
．
３
９
１
．
０
０
３
５

当
日
１
２
０
０
円
前
売
１
０
０
０
円

皿
世
紀
初
頭
に
発
明
さ
れ
た
疾

走
す
る
鋼
鉄
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ

ン
の
蒸
気
機
関
車
「
ロ
ケ
ッ
ト
号
」

が
神
戸
に
や
っ
て
来
る
。
大
英
科

学
博
物
館
の
収
蔵
品
約
釦
点
が
初

来
日
。
産
業
革
命
か
ら
現
代
ま
で
、

科
学
・
技
術
で
夢
を
追
い
続
け
た

☆
大
英
科
学
博
物
館
展

マ
マ
・
グ
ー
ス
は
辿
歳
、
咽
羽

の
子
供
た
ち
と
大
空
へ
１
．
映
画

「
グ
ー
ス
」
と
ゲ
ー
ム
大
会
で
楽
し

む
チ
ャ
リ
テ
ィ
映
画
祭
。
さ
ま
ざ

ま
な
理
由
の
た
め
親
が
育
て
ら
れ

な
い
子
ら
の
里
親
を
求
め
る
「
愛

の
手
運
動
」
の
一
環
で
、
主
催
す

る
家
庭
擁
談
促
進
協
会
で
は
本
誌

読
者
ｎ
名
を
招
待
す
る
。

回
応
募
先

神
戸
市
中
央
区
橘
通
３
１
４
１
１

神
戸
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ

（
社
）
家
庭
擁
護
促
進
協
会
「
神
戸

っ
子
グ
ー
ス
」
係

公
０
７
８
．
３
４
１
．
５
０
４
６

⑭
美
術

蒸気機関車「ロケット」号

一
も
だ
か
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
参
照

☆
里
親
運
動
を
進
め
る
た
め
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
映
画
祭

「
グ
ー
ス
（
日
本
語
版
）
」

｜
、
窒
穏
量
」
招
待
一

３
／
幅
（
日
）

帽
“
叩
〜
ゲ
ー
ム
大
会

一
も
だ
か
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
参
照

４
／
打
（
金
）
・
把
（
土
）

①
制
唾
叩
②
梱
皿
叩
③
幅
叫
叩

④
ヤ
配
叩
⑤
伯
“
叩

神
戸
朝
日
ホ
ー
ル

大
丸
東
へ
釦
、
神
戸
朝
日
ビ
ル
４
Ｆ

主
催
神
戸
映
画
サ
ー
ク
ル
協
議
会

壷
０
７
８
．
３
３
１
．
８
５
３
８

前
売
１
３
０
０
円
当
日
１
５
０
０
円

〜
４
／
値
（
且
月
曜
休

旧
師
”
〜
〃
四
ｍ
（
入
館
は
〜
帽
恥
卯
）

神
戸
市
立
小
磯
記
念
美
術
館

六
甲
ラ
イ
ナ
ー
・
ア
イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
駅

公
０
７
８
．
８
５
７
．
５
８
８
０

前
売
５
０
０
円
当
日
６
０
０
円

回
毎
週
土
曜
日
拠
恥
、
〜

学
芸
員
の
ス
ラ
イ
ド
作
品
解
説

一
も
だ
か
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
参
照

３
／
劃
（
祝
）
〜
５
／
打
（
日
）
月
曜
休

把
や
叩
〜
〃
“
叩
（
入
館
は
〜
杷
皿
釦
）

神
一
足
巾
立
博
物
館

〜
４
／
劃
（
火
）
水
曜
体

９
“
釦
〜
打
酔
叩
（
入
館
は
〜
杷
坤
釦
）

宝
塚
市
立
手
塚
治
虫
記
念
館

阪
急
宝
塚
駅
ま
た
は
宝
塚
南
口
駅

公
０
７
９
７
．
８
１
．
２
９
７
０

大
人
５
０
０
円
，
史
局
生
３
０
０
円

☆
手
塚
治
虫

実
験
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
展

人
類
の
記
録
が
こ
こ
に
あ
る
。
ク

ロ
ー
ン
羊
「
ド
リ
ー
」
の
毛
で
作

っ
た
セ
ー
タ
ー
に
も
注
目
。
夢
は

誰
に
も
止
め
ら
れ
な
い
。

☆
特
別
展
受
贈
記
念

小
松
益
喜
展

人
生
は
短
く
、
世
界
は
狭
い
。

ト
ル
ス
ト
イ
の
短
編
小
説
を
も
と

に
、
セ
ル
ゲ
イ
・
ボ
ド
ロ
ブ
が
悲

劇
と
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
映
画
化
。

コ
ー
サ
カ
ス
の
風
に
吹
か
れ
て
み

た
い
。
妬
年
ロ
シ
ア
・
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
映
画
弱
分
。

カ
ー
ス
ト
と
性
差
別
を
乗
り
越

え
て
強
く
美
し
く
成
長
し
て
い
く

少
女
を
描
く
「
イ
ン
デ
ィ
ラ
」
。
南

イ
ン
ド
の
自
然
も
美
し
い
。
鮎
年

イ
ン
ド
映
画
１
２
７
分
。

コーサカスの虜」Ｉ

罰

坤色

7『．

｢グース」

｢ インディラＩ

ｌ
硬
’

４
月
例
会
「
イ
ン
デ
ィ
ラ
」

Ｍ ＯＤＥ

もだかるｇＢ－Ｏ３
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☆椎名誠写真展

一
☆
悲
し
く
て
や
り
き
れ
な
い
…
▽
怒
り
は
必
要
。
「
こ
ら
っ
Ｉ
」
婦
〉
■
各
区
ご
と
の
情
報
誌

一
■
型
年
目
に
し
て
初
め
て
の
ス
☆
こ
ん
な
雑
誌
が
い
い
！
（
関
西
ウ
ォ
ー
ヵ
ー
の
よ
う
な
感

ノ
ー
ボ
ー
ド
で
、
正
月
早
々
、
回
天
候
別
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
じ
で
、
も
っ
と
マ
ィ
ナ
ー
な
情

足
首
を
痛
め
て
動
け
な
か
っ
た
特
集
。
雨
の
日
は
こ
の
場
所
で
、
報
が
掲
戦
さ
れ
て
い
る
も
の
）
。

…
。
畏
田
区
・
山
口
一
美
さ
ん
〉
曇
っ
て
て
、
で
も
「
降
り
そ
う
」
〈
劉
才
認
会
社
二
弓
回
甘
党
の
店

▽
正
月
早
々
、
精
神
を
傷
め
て
っ
て
い
う
日
は
テ
」
の
場
所
で
。
の
紹
介
．
〈
無
才
阜
生
錘
妙
圃
神

Ⅲ
け
な
か
っ
た
…
。

と
い
う
風
に
。
例
え
ば
遊
園
地
戸
散
策
・
ハ
イ
キ
ン
グ
・
ウ
ォ

回
小
説
や
シ
ネ
マ
以
上
の
斯
件
を
予
定
し
て
い
た
が
雨
が
降
っ
－
キ
ン
グ
の
コ
ー
ス
等
の
本
が

に
心
が
痛
み
ま
す
。
（
子
供
の
て
行
け
な
い
。
「
ど
こ
に
行
こ
あ
れ
ば
と
思
う
（
春
夏
秋
冬
に

教
育
に
た
ず
さ
わ
る
者
と
し
う
」
っ
て
時
の
た
め
に
。
応
じ
て
）
。
心
才
辛
鉦
織
撃

て
）
な
ん
と
か
光
を
見
出
だ
し
里
才
早
フ
リ
ー
タ
ー
〉
▽
誌
名
は
「
阪
神
ひ
ょ
こ
ス
イ

た
い
と
思
う
の
で
す
が
．
：
。
▽
雨
の
日
は
屋
上
で
酒
を
飲
む
－
ト
ウ
ォ
ー
カ
ー
各
区
版
」
？

〈
西
区
・
下
川
典
子
さ
ん
〉
に
限
る
。
全
裸
が
望
ま
し
い
。
「
も
だ
か
る
」
に
お
便
り
を
お

▽
人
間
の
可
能
性
は
無
限
。
プ
■
イ
ベ
ン
ト
情
報
Ｉ
で
き
た
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
せ
。
近
況
や

ラ
ス
も
マ
イ
ナ
ス
も
。
ら
阪
神
間
も
加
え
て
ほ
し
い
…
。
イ
ラ
ス
ト
な
ん
か
も
書
き
添
え

直
宿
恢
の
汚
職
。
キ
ャ
リ
ア
と
そ
れ
か
ら
、
子
育
て
中
の
マ
マ
て
く
だ
さ
い
ま
せ
。
担
当
者
の

呼
ば
れ
る
人
々
に
対
す
る
腹
立
た
ち
が
参
加
で
き
る
企
画
（
子
心
が
癒
さ
れ
る
の
で
す
。
も
れ

た
し
さ
。

〈
垂
水
区
・
野
田
恵
子
さ
ん
〉
紹
介
し
て
ほ
し
い
。
免
才
皇
主
ま
す
か
ら
。
春
で
す
か
ら
。

と
一
緒
／
託
児
所
が
あ
る
）
を
な
く
チ
ケ
ッ
ト
お
送
り
い
た
し

M O D E もだかるＣＵ画倶楽部ＣＵＬＢ

婦
〉
■
各
区
ご
と
の
情
報
誌

（
関
西
ウ
ォ
ー
カ
ー
の
よ
う
な
感

じ
で
、
も
っ
と
マ
イ
ナ
ー
な
情

報
が
掲
戦
さ
れ
て
い
る
も
の
）
。

〈
劉
才
認
会
社
二
弓
回
甘
党
の
店

の
紹
介
．
〈
無
才
阜
生
錘
妙
圃
神

戸
散
策
・
ハ
イ
キ
ン
グ
・
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
の
コ
ー
ス
等
の
本
が

あ
れ
ば
と
思
う
（
春
夏
秋
冬
に

応
じ
て
）
。
心
才
辛
鉦
織
撃

▽
誌
名
は
「
阪
神
ひ
よ
こ
ス
ィ

ー
ト
ウ
ォ
ー
カ
ー
各
区
版
」
？

「
も
だ
か
る
」
に
お
便
り
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
ま
せ
。
近
況
や

イ
ラ
ス
ト
な
ん
か
も
書
き
添
え

て
く
だ
さ
い
ま
せ
。
担
当
者
の

心
が
癒
さ
れ
る
の
で
す
。
も
れ

な
く
チ
ケ
ッ
ト
お
送
り
い
た
し

ま
す
か
ら
。
春
で
す
か
ら
。

旅の紙芝居

▽
怒
り
は
必
要
。
｜
ご
ら
っ
Ｉ
」

☆
こ
ん
な
雑
誌
が
い
い
１

回
天
候
別
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

特
集
。
雨
の
日
は
こ
の
場
所
で
、

曇
っ
て
て
、
で
も
「
降
り
そ
う
」

っ
て
い
う
日
は
こ
の
場
所
で
。

と
い
う
風
に
。
例
え
ば
遊
園
地

を
予
定
し
て
い
た
が
雨
が
降
っ

て
行
け
な
い
。
「
ど
こ
に
行
こ

う
」
っ
て
時
の
た
め
に
。

〈
型
才
早
フ
リ
ー
タ
ー
〉

▽
雨
の
日
は
屋
上
で
酒
を
飲
む

に
限
る
。
全
裸
が
望
ま
し
い
。

■
イ
ベ
ン
ト
情
報
Ｉ
で
き
た

ら
阪
神
間
も
加
え
て
ほ
し
い
…
。

そ
れ
か
ら
、
子
育
て
中
の
マ
マ

た
ち
が
参
加
で
き
る
企
画
（
子

と
一
緒
／
託
児
所
が
あ
る
）
左

紹
介
し
て
ほ
し
い
。
免
才
阜
主
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教
育
に
た
ず
さ
わ
る
者
と
し

て
）
な
ん
と
か
光
を
見
出
だ
し

た
い
と
思
う
の
で
す
が
．
：
。

〈
西
区
・
下
川
典
子
さ
ん
〉

▽
人
間
の
可
能
性
は
無
限
。
プ

ラ
ス
も
マ
イ
ナ
ス
も
。

回
宿
恢
の
汚
職
。
キ
ャ
リ
ア
と

呼
ば
れ
る
人
々
に
対
す
る
腹
立

た
し
さ
。

〈
垂
水
区
・
野
田
恵
子
さ
ん
〉

★
宝
塚
市
立
手
塚
治
虫
記
念
館
一
．
ダ
イ
ナ
」
刊
ウ
ル
ト
ラ
一
一
ヤ
ン
２
」
（
入
替
）
一
☆
シ
ネ
モ
ザ
ィ
ク
ー
〜
４

卜
訂
野
殿
鐸
逼
噸
実
験
ア
ニ
メ
！
シ
挿
酷
雛
濡
鍋
裡
↑
長
靴
を
は
い
た
猫
」
吟
鑑
操
穂
繍
》
認
‐
ム
」
▽
次
何

ン
輔
編
揺
繊
蕊
露
椴
効
喫
茶
霜
琢
鑑
逼
鰯
剥
１
．
ペ
イ
認
鑑
珂
悪
辞
一
一
狩
列
課

加
尉
咽
》
》
轍
搾
一
諏
岬
洲
千
９
１
７
，
’
一
一
眺
剖
詐
弥
卿
蝋
釧
鍛
鋤
一
》
》
計
需
》
離
伽
糾
咋
脳
｛
撫

画
誌
榊
需
諦
竺
蝿
柳
躍
大
英
科
学
博
物
館
展
」
煙
い
瞬
斬
卜
・
グ
レ
ィ
プ
」
▽
シ
ネ
マ
は
妬
》
唖
誇
蓉
斗
弱
丞
誕
窄
蹴
」
▽
次
何

Ｕ
有
効
）
５
組
叩
名
一
★
神
戸
朝
日
ホ
ー
ル
「
フ
ラ
バ
ー
Ｌ

》
》
信
坪
》
》
華
抽
》
婚
》
誌
穏
Ｊ
『
｜
需
挫
吾
昌
母
鋤
》
一
幸
恥
》
》
》
一
謡
》
犀
榊
》
得
》
舌
》
》
蹄
呼

館
名
と
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
竜

も
〜
４
／
Ⅳ
「
ド
ラ
え
も
ん
の
び
太
の
南
‘
』
「
心
の
指
紋
一
▽
３
／
蝿
〜
鰯
「
東
京
４
Ｆ
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
３
３
，
．
２
７

声
腫
海
大
冒
険
」
他
２
本
日
和
」
「
ラ
ヂ
オ
の
時
間
」
▽
３
／
”
〜
９
５
）
月
刊
神
戸
っ
子
一
‐
も
だ
か
る
」
３

Ｄ
★
ペ
レ
ー
ネ
シ
ネ
マ
４
／
３
「
ボ
ル
ヶ
ノ
」
「
ホ
ワ
ィ
ト
ハ
ゥ
月
号
編
集
室
（
矢
）

噸
蝿
蕊
霧
蕊
識
罵
一
蕊
難
驚
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の
事
件
を
ア
メ
リ
カ
が
取
り
上
げ
て
ど
れ
い
反
対
新
聞
の
ス
ポ
ン
サ

ー
な
ど
が
法
廷
に
取
り
上
げ
、
こ
こ
か
ら
裁
判
劇
へ
と
移
っ
て
ゆ
く
。

モ
ー
ガ
ン
・
フ
リ
ー
マ
ン
こ
の
「
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
・
ミ
ス
・
デ
イ

ジ
ー
」
で
運
転
手
と
し
て
舞
台
で
も
映
画
で
も
名
演
を
見
せ
た
男
優

と
、
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ホ
プ
キ
ン
ス
こ
の
「
羊
た
ち
の
沈
黙
」
「
日
の

名
残
り
」
の
名
優
、
こ
の
二
人
の
法
廷
劇
へ
と
移
り
、
こ
の
映
画
は

ス
ペ
イ
ン
船
の
洋
上
の
（
映
画
）
と
ア
メ
リ
カ
で
の
裁
判
（
舞
台
劇
）

の
二
つ
の
面
白
さ
で
見
せ
る
。

霧MJ1諦憲巷

〆、ヘドー

鼎貴．

綴稼 ＝

●

１
８４

１

世
界
注
目
。
ス
ピ
ル
バ
ー
ク
の
野
心
新
作

「
ア
ミ
ス
タ
ッ
ド
」

⑧

「
カ
ラ
ー
パ
ー
プ
ル
」
（
八
五
）
の
こ
ろ
は
ま
だ
し
も
し
お
ら
し
か
っ

た
。
一
九
八
二
年
に
「
Ｅ
・
Ｔ
」
の
タ
イ
ト
ル
に
彼
の
名
が
大
き
く

出
て
き
て
拍
手
が
お
こ
っ
た
こ
ろ
に
彼
の
描
い
た
「
カ
ラ
ー
パ
ー
プ

ル
」
に
は
黒
人
び
い
き
を
う
た
っ
て
悲
し
さ
を
染
め
て
い
た
。
し
か

し
あ
の
こ
ろ
は
し
お
ら
し
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
近
年
に
い
た
り
「
ジ

ュ
ラ
シ
ッ
ク
・
パ
ー
ク
（
九
三
）
「
シ
ン
ド
ラ
ー
の
リ
ス
ト
」
（
九
三
）

「
ロ
ス
ト
・
ワ
ー
ル
ド
」
（
九
七
）
と
な
る
と
彼
の
野
心
が
鼻
に
つ
き
、

悪
く
か
ん
ぐ
る
と
オ
ス
カ
ー
狙
い
の
ス
ピ
ル
と
思
い
か
ね
て
い
や
だ

っ
た
。そ

の
ス
ピ
ル
（
五
○
才
）
が
去
年
の
蔦
れ
ギ
リ
ギ
リ
に
「
ア
ミ
ス

タ
ッ
ド
」
（
二
時
間
三
十
五
分
）
を
発
表
し
た
。
脚
本
は
デ
ビ
ッ

ド
・
フ
ラ
ン
ゾ
ー
ニ
。
ス
ペ
イ
ン
が
ア
フ
リ
カ
の
土
民
を
買
い
と
る

い
わ
ゆ
る
ど
れ
い
船
ア
ミ
ス
タ
ッ
ド
号
の
事
件
で
あ
る
。
い
つ
ご
ろ

か
と
い
う
と
一
八
三
九
年
そ
れ
は
日
本
＠
号
末
の
こ
ろ
で
あ
る
。
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
八
代
目
大
統
領
の
マ
ァ
ー
チ
ン
・
バ
ン
ー
ヒ
ュ
ー
レ

ン
の
こ
ろ
。
こ
の
こ
ろ
は
ア
フ
リ
カ
人
仲
間
が
争
っ
て
そ
の
捕
え
た

ア
フ
リ
カ
人
を
ど
れ
い
買
い
に
来
た
ス
ペ
イ
ン
人
に
売
っ
た
と
い
う

時
代
が
そ
う
だ
。

映
画
は
こ
こ
で
ア
ミ
ス
タ
ッ
ド
船
内
の
、
ど
れ
い
と
し
て
買
わ
れ

た
ア
フ
リ
カ
土
民
の
残
酷
な
運
命
を
あ
ら
い
ざ
ま
に
紹
介
す
る
。
彼

：
『
１
う

ら
を
人
数
で
買
わ
な
い
で
全
員
い
く
ら
か
を
重
昼
里
で
取
引
き
し
、
万

が
一
に
も
そ
の
目
か
た
が
多
く
て
切
り
と
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
知
れ
た

と
き
は
帆
船
の
洋
上
か
ら
生
き
た
ま
ま
五
人
十
人
と
洋
上
へ
捨
て
て

ゆ
く
。
こ
の
ス
ペ
イ
ン
の
船
が
洋
上
で
ど
れ
い
の
反
乱
を
受
け
て
こ

認

左からスピルバーグ、アンソニー・ホプキンス、モーガン・フリーマン

ノ

』１１
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４

＊

さ
い
き
ん
、
も
う
け
仕
事
の
よ
う
に
映
画
を
作
っ
て
い
る
ス
ピ
ル

を
嫌
い
に
な
っ
て
い
た
私
は
こ
ん
ど
の
映
画
に
も
ア
メ
リ
カ
を
自
慢

し
て
い
る
よ
う
な
嫌
味
を
感
じ
な
く
も
な
か
っ
た
が
、
ス
ピ
ル
が
若

い
こ
ろ
デ
ィ
ズ
ニ
ィ
映
画
を
愛
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
だ
し
、
こ
の

映
画
に
も
そ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
の
教
育
と
い
う
見
方
で
見
る
と
ス

ピ
ル
の
努
力
に
も
拍
手
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
な
お
し
、
じ
っ
さ
い

こ
の
事
件
の
ず
っ
と
あ
と
に
ア
メ
リ
カ
の
南
北
戦
争
の
起
っ
た
こ
と

を
も
考
え
る
と
こ
の
「
ア
ミ
ス
タ
ッ
ド
」
も
ス
ペ
イ
ン
の
友
情
と
い

う
皮
肉
な
る
帆
船
の
名
だ
っ
た
が
、
こ
の
映
画
に
も
ア
メ
リ
カ
の
勉

強
が
思
わ
れ
て
ス
ピ
ル
学
校
の
映
画
を
見
て
い
る
と
思
え
ば
い
い
とスピルの教育映画ではスペイン悪者。アメリ力いい子

い
う
気
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
じ
っ
さ
い
に
船
中
の
ど
れ
い
の
扱
い
は
残
酷
で
こ
れ
を

今
の
ア
メ
リ
カ
の
ア
フ
リ
カ
人
が
見
て
ど
う
思
う
で
あ
ろ
う
と
も
思

わ
せ
る
映
両
な
が
ら
、
や
は
り
ス
ペ
イ
ン
が
悪
者
と
な
り
ア
メ
リ
カ

人
が
い
い
子
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ス
ピ
ル
映
画
。

＊

俳
優
は
フ
リ
ー
マ
ン
と
ホ
プ
キ
ン
ズ
の
ほ
か
に
玉
刺
賦
の
海
」
の

ス
テ
ラ
ン
・
ス
カ
ル
ス
ゲ
ー
ル
ド
や
「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」

の
神
父
に
扮
し
て
い
た
ビ
ー
ト
・
ホ
ル
ス
ウ
ェ
イ
ト
、
こ
の
男
優
は

あ
の
「
プ
ラ
ス
」
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
指
揮
者
も
や
っ
て
い
た
と
い

う
ふ
う
に
今
度
は
『
男
の
映
画
』
を
も
っ
て
ア
メ
リ
カ
勉
強
映
画
を

作
っ
た
。
こ
れ
は
ス
ピ
ル
の
野
心
作
な
が
ら
「
ロ
ス
ト
・
ワ
ー
ル
ド
」

「
ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
・
パ
ー
ク
」
の
あ
の
ト
リ
ッ
ク
か
ら
す
っ
か
り
離

れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ま
た
見
ど
こ
ろ
で
も
あ
る
。

＊

ス
ピ
ル
バ
ー
ク
は
「
激
突
」
（
七
二
）
の
こ
ろ
は
映
画
天
才
と
は

こ
の
男
の
こ
と
と
思
い
「
ジ
ョ
ー
ズ
」
（
七
五
）
で
は
ピ
ッ
チ
の
恐

怖
を
海
底
そ
の
沈
黙
を
も
っ
て
人
食
い
サ
メ
で
狙
っ
た
と
こ
れ
も
感

心
し
た
が
こ
れ
が
出
来
上
っ
た
と
き
、
ち
ょ
う
ど
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

い
て
五
番
街
の
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
サ
ル
か
ら
試
写
の
出
来
立
て
の
誘
い
が

電
話
で
ホ
テ
ル
に
か
か
っ
て
き
て
も
足
重
く
、
し
ぶ
し
ぶ
「
ジ
ョ
ー

ズ
」
な
る
も
の
を
見
に
出
か
け
た
ら
そ
の
五
○
人
く
ら
い
の
座
席
の

試
写
室
に
は
七
名
の
記
者
が
い
た
だ
け
だ
っ
た
の
で
誰
も
「
ジ
ョ
ー

ズ
」
な
ど
見
に
こ
な
い
ん
だ
と
思
っ
て
シ
マ
ッ
タ
と
思
っ
て
見
た
と

こ
ろ
ピ
ッ
チ
の
ス
リ
ル
を
巧
み
に
使
っ
て
い
る
の
で
や
っ
ぱ
り
映
画

フ
ァ
ン
だ
な
ァ
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
「
Ｅ
・
Ｔ
」
と
な
る

と
も
う
映
画
館
場
内
か
ら
彼
の
名
が
タ
イ
ト
ル
に
出
た
だ
け
で
ワ
ー

ッ
と
拍
手
が
湧
い
た
。
あ
の
あ
た
り
か
ら
ヒ
ゲ
を
ポ
サ
ボ
サ
、
黒
め

が
ね
、
い
か
に
も
監
督
ズ
ラ
を
し
だ
し
て
嫌
に
な
つ
ち
ま
っ
た
が
、

思
え
ば
こ
ん
ど
の
映
画
は
見
方
に
依
っ
て
は
ま
さ
に
教
育
映
画
、
い

か
に
も
若
き
日
の
デ
ィ
ズ
ニ
ィ
・
フ
ァ
ン
で
あ
っ
た
ス
ピ
ル
の
良
心

が
こ
の
新
作
に
も
に
ぢ
み
出
て
冒
ス
ト
・
ワ
ー
ル
ド
」
や
「
ジ
ュ

ラ
シ
ッ
ク
」
よ
り
ず
っ
と
い
い
。
見
て
も
ら
い
た
い
映
画
だ
。

画

１
８５
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風呂露悪 Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

☆
シ
ニ
ア
サ
ー
ビ
ス
実
施
中
！
－

北
野
ク
ラ
ブ
一

月
１
日
発
売
の
「
天
地
人
す
ら
つ

と
茶
」
は
、
体
と
心
を
快
適
に
す

る
サ
ッ
パ
リ
．
香
ば
し
い
無
糖
茶

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
開
発
さ
れ
た
新

し
い
タ
イ
プ
の
ブ
レ
ン
ド
茶
。
原

料
に
は
、
新
陳
代
謝
を
活
発
に
す

る
と
い
わ
れ
て
い
る
ハ
ト
麦
を
ベ

ー
ス
に
、
植
物
繊
維
が
豊
富
な
野

菜
（
と
う
も
ろ
こ
し
、
ご
ぼ
う
、

ほ
う
れ
ん
草
）
な
ど
８
種
類
の
自

然
素
材
を
使
用
し
て
い
る
。

ウ
ー
ロ
ン
茶
や
緑
茶
に
代
表
さ

れ
る
無
糖
茶
飲
料
の
市
場
は
、
ヘ

ル
シ
ー
志
向
を
背
景
に
順
調
に
拡

大
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
ブ

レ
ン
ド
茶
は
、
市
場
の
成
長
を
け

ん
引
す
る
と
注
目
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

☆
２
商
品
を
新
発
売
！

天
地
人
す
ら
つ
と
茶

■■

蕊 神
戸
百
店
会
だ
よ
り

神
戸
百
店
会
だ
よ
り

Ｕ
Ｃ
Ｃ
上
島
珊
眺
緋
罫
栽
需
社
３

, ＝一

議
、一一

一一
里一

天地人すらっと茶
5cCmlペットポトル3409缶

i謹；

☆
Ｒ
ｍ
Ｊ
Ｓ
（
ル
ミ
ー
ズ
）

加
代
の
女
性
が
求
め
る
〃
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
＆
リ
ラ
ッ
ク
ス
〃
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
開
発
さ
れ
た
の
が

「
Ｒ
ｍ
ｙ
Ｓ
」
は
４
月
１
日
発
売
。

ざ
く
ろ
（
果
汁
３
％
配
合
）
の

す
っ
き
り
し
た
甘
さ
と
ほ
の
か

な
酸
味
の
発
泡
水
は
、
後
口
さ

わ
や
か
な
新
し
い
タ
イ
プ
の
飲

料
水
。
若
い
女
性
の
ヘ
ル
シ
ー

志
向
に
対
応
し
、
ビ
フ
ィ
ズ
ス

菌
の
栄
養
源
と
な
る
お
腹
に
や

さ
し
い
、
イ
ソ
マ
ル
ト
オ
リ
ゴ

糖
を
配
合
。

パ
ッ
ケ
ー
ジ
も
淡
い
パ
ス
テ

ル
ピ
ン
ク
で
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、

女
性
の
可
愛
ら
し
さ
、
無
邪
気

さ
な
ど
を
イ
メ
ー
ジ
。
パ
ッ
ケ

ー
ジ
自
体
も
、
緊
張
を
や
わ
ら

げ
、
気
分
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ

せ
る
の
に
も
一
役
買
う
。

■
。一

ZWj錘

●

雷雲露
Rnys(ルミースフ
500Ｔｌペツトポトル3409缶

ブイヤベースディナー（7 8 0 0 円）

港
町
神
戸
を
一
望
で
き
る
一

「
北
野
ク
ラ
ブ
」
で
は
、
現
在
、
一

満
帥
歳
以
上
の
方
に
平
常
価
格
一

の
、
パ
ー
セ
ン
ト
割
引
と
な
る
一

シ
ニ
ァ
サ
ー
ピ
ス
を
実
施
中
。
｜

矢
木
進
社
長
は
「
創
業
か
ら
ご
一

愛
顧
い
た
だ
い
た
方
に
感
謝
す
－

る
と
共
に
、
今
後
も
北
野
ク
ラ
｜

ブ
の
伝
統
の
味
を
ご
賞
味
い
た
一

だ
け
れ
ば
」
と
話
す
。
一

伯
爵
コ
ー
ス
（
６
０
０
０
円
・
一

税
別
）
、
神
戸
牛
ス
テ
ー
キ
コ
ー
｜

ス
（
８
０
０
０
円
）
、
シ
ェ
フ
お
一

奨
め
コ
ー
ス
（
１
０
０
０
０
円
二

の
他
、
各
種
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
一

も
。
３
月
皿
日
ま
で
は
、
オ
マ
ー

ー
ル
海
老
と
瀬
戸
内
海
の
新
鮮
一

な
魚
貝
類
を
蟹
沢
に
使
っ
た
ブ
ー

イ
ヤ
ベ
ー
ス
デ
ィ
ナ
ー
（
７
８
－

０
０
円
・
税
別
／
要
予
約
）
を
一

実
施
中
。

回
北
野
ク
ラ
ブ
一

神
戸
市
甲
央
区
下
山
手
通
－

１
．
５
．
７

公
０
７
８
．
２
２
２
．
５
１
２
３
－

亜Ｉ

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

☆
森
村
泰
昌
が
語
る

「
私
流
・
美
術
の
極
一
屋

弘
年
の
「
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の

部
屋
」
《
塁
示
・
原
美
術
館
）
に

続
い
て
開
催
さ
れ
た
「
森
村
泰

員
美
に
至
る
病
ｌ
女
優
に
な
っ

た
私
」
（
横
浜
美
術
館
）
で
は
、

森
村
氏
の
た
だ
な
ら
ぬ
才
能
を

感
じ
た
。
森
村
氏
の
芸
術
に
は
、

魔
性
の
吸
引
力
と
狂
気
な
風
刺

と
破
壊
的
な
心
情
が
、
高
賞
な

エ
ロ
ス
と
と
も
に
感
ぜ
ら
れ
る
。

４
月
か
ら
「
絵
画
に
な
っ
た

私
／
森
村
泰
昌
・
空
壮
美
術
館
」

が
東
京
都
現
代
美
術
館
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
が
、
今
回
の
講
演

は
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
の
話
。

森
村
氏
は
「
当
日
は
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
な
ど
に
つ
い
て
も
考
え

て
お
き
た
い
」
と
意
欲
的
。

③
日
時
、
３
月
調
日
（
日
）

午
後
桝
時
釦
分
〜
恰
時

③
参
加
料
唖
２
５
０
０
円

（
コ
ー
ヒ
ー
付
）

ﾆｭー 雷瀞！
匂建 運勢

瀞
森村芸術の核心にせまる森村芸術の核心にせまる

営
業
時
間

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
制
印
加
〜
掴
函
釦

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
制
皿
釦
〜
打
叩
釦

デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム
打
叩
釦
〜
記
距

釦
（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
創
恥
釦
）

＝Ｆ１
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ホワイトゴールドと漆をプラチナを使った内海
あしらった白井さんの作さんの作品

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

☆
，
兜
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
田
崎
真

珠
か
ら
２
名
が
受
賞

１
月
Ⅳ
日
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
・

デ
ザ
イ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト
の
中

で
国
際
的
権
威
を
誇
る
「
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
賞
（
Ｄ
Ｉ
Ａ
）
」
の
１
９
９

８
年
度
の
受
賞
式
が
、
パ
リ
の

オ
ペ
ラ
座
（
コ
ミ
ー
ク
）
で
開

催
さ
れ
、
世
界
銘
力
国
２
２
８

８
点
の
中
か
ら
入
賞
作
品
妬
点

が
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
は
、

田
崎
真
珠
の
内
海
和
子
さ
ん
と

白
井
麻
衣
子
さ
ん
の
名
前
も
。

Ｄ
Ｉ
Ａ
史
上
で
も
、
同
一
会
社

か
ら
２
名
が
受
賞
す
る
の
は
稀

な
ケ
ー
ス
。

内
海
さ
ん
は
、
今
回
が
３
度

目
の
入
賞
と
な
り
、
同
賞
の
ア

☆，ｇＢ年エレガント文化講座

ﾃ ｰ ﾏ / もっと美しくもっと若く
共催／月刊神戸っ子・みどり美粧院
毎回Ｐ､ Ｍ１：００受付１：３０～３：００（定員5 0 名）

★
世
界
に
誇
る
民
族
衣
装

“
き
も
の
”
を
後
世
に
遣
そ
う

み
ど
り
美
粧
院

当
年
と
っ
て
副
歳
。
中
西
す

え
先
生
は
、
ス
ワ
ト
ー
の
オ
リ

エ
ン
タ
ル
な
き
も
の
を
、
し
や

き
っ
と
着
こ
な
し
ダ
ン
ス
、
水

泳
、
仏
像
彫
刻
に
、
常
磐
津
と

自
分
を
磨
く
、
す
て
き
な
女
性
。

本
誌
と
み
ど
り
美
粧
院
共
催
の

第
２
側
エ
レ
ガ
ン
ト
文
化
教
室

は
、
中
西
す
え
先
生
（
日
本
き

も
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
理

事
）
の
き
も
の
談
義
。

「
き
も
の
の
精
神
性
は
、
袖
を

正
す
、
折
目
を
正
す
、
縦
を
か

け
る
。
こ
の
３
点
は
、
青
少
年

の
方
々
ニ
モ
ぜ
ひ
教
え
た
い
。

い
ま
の
ふ
が
い
な
い
政
治
家
に

3／９（月）

『ﾌ ｧ ｯ ｼ ｮ ﾝは個性美』
講師藤本ハルミ

〈デザイナー〉

5／１１（月）

｢心の癒しｱﾛﾏﾃﾗピ貢！
講師市遥昌史

くアロマテラピー研究家〉

一戸

U

;､’.ソ灘

Ｉ
各講座１回￥3 , 0 0 0 通し６回￥1 5 , 0 0 0
会場／三宮生田筋ブーケ向いみどり美粧院5 Ｆ

カルチャーサロンＴＥＬ､ 0 7 8 - 3 3 4 - 1 0 8 0
お申し込み／月刊神戸つ子T E L ・O 7 8 - 3 3 1 - 2 2 4 6

みどり美粧院T E L ､ 0 7 8 - 3 3 4 1 0 8 0

カ
デ
ミ
ー
会
員
の
一
員
と
し
て

迎
え
ら
れ
た
。
「
時
代
の
流
れ
を

感
じ
な
が
ら
日
本
的
な
情
緒
を

デ
ザ
イ
ン
し
て
い
き
た
い
」
。
白

井
さ
ん
は
「
植
物
が
持
つ
触
感

を
デ
ザ
イ
ン
の
中
で
表
現
し
て

み
た
い
」
と
話
し
た
。

パ
リ
で
の
受
賞
式
後
、
各
国
で

展
示
さ
れ
、
日
本
へ
は
今
年
９

月
に
一
般
公
開
さ
れ
る
予
定
。

蕊4／１３（月）

｢メイクがあなたを創る』
講師兼本美子
くクオレ( 株) 大阪地区コーディネーター〉

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

講演する中西すえ先生8 ７

6／１５（月）
I美しい街で美しく生きる』
唄とサンパレッスン付

講師小泉美喜子
く月刊神戸っ子編集長〉

も
言
い
た
い
で
す
ね
。
（
笑
い
）

世
界
が
誇
れ
る
民
族
衣
装
は
、

日
本
の
き
も
の
と
イ
ン
ド
の
サ

リ
ー
。
先
祖
の
遺
産
を
私
た
ち

が
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が

何
よ
り
大
切
」

次
回
は
、
３
月
９
日
、
藤
本

ハ
ル
ミ
さ
ん
。
乞
う
ご
期
待
Ｉ
．
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★
大
人
の
時
間
を
楽
し
む
「
ラ

ピ
エ
ー
ル
」

神
戸
ら
し
い
本
当
に
お
し
ゃ
れ

な
レ
ス
ト
ラ
ン
が
コ
コ
、
「
ラ
ピ

エ
ー
ル
」
。
神
戸
出
身
の
オ
ー
ナ
ー

シ
ェ
フ
・
石
井
之
悠
さ
ん
が
、
「
旧

き
良
き
神
戸
』
を
思
い
描
い
て
つ

く
っ
た
。

お
昼
は
県
庁
が
近
い
こ
と
も
あ

っ
て
Ｏ
Ｌ
な
ど
の
若
い
女
性
が
中

心
。
そ
れ
が
ひ
と
た
び
夜
に
な
る

と
ワ
イ
ン
通
の
男
性
客
が
押
し
寄

せ
る
。
理
由
は
ワ
イ
ン
の
持
ち
込

み
が
で
き
る
か
ら
。
好
き
な
ワ
イ

ン
持
参
で
、
そ
れ
に
合
う
よ
う
に

料
理
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
う
こ

と
も
可
能
。

ウ
イ
ー
ク
デ
イ
の
ビ
ジ
ネ
ス
ラ

ン
チ
は
１
５
０
０
円
。
ほ
か
、
２

５
０
０
円
、
３
８
０
０
円
の
コ
ー

ス
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。
夜
は
３

８
０
０
円
〜
で
、
徹
底
し
た
サ
ー

ビ
ス
ぶ
り
に
値
段
以
上
の
満
足
感

が
得
ら
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
で
修
業
経
験
の
あ
る

シ
ェ
フ
が
作
る
料
理
は
、
本
人
日

く
「
こ
ち
ら
か
ら
フ
ラ
ン
ス
料
理

だ
と
は
い
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
何

料
理
か
は
食
べ
た
お
客
さ
ん
が
決

め
る
こ
と
で
す
か
ら
‐
一
・

「
地
元
の
方
は
な
か
な
か
こ
こ

ま
で
上
が
っ
て
こ
ら
れ
な
い
ん
で

す
よ
」
。
神
戸
の
街
並
み
を
眼
下
に

見
る
北
野
町
の
店
内
で
は
、
都
会

の
喧
喋
は
嘘
の
よ
う
。
観
光
客
中

心
の
た
め
ラ
ン
チ
が
メ
イ
ン
で
、

夜
間
は
予
約
が
入
っ
た
時
の
み
の

営
業
と
な
る
。
皿
人
以
上
揃
え
ば

貸
し
切
り
も
Ｏ
Ｋ
・
こ
れ
か
ら
の

シ
ー
ズ
ン
は
結
婚
式
な
ど
で
賑
わ

い
そ
う
だ
。

ラ
ン
チ
コ
ー
ス
は
１
８
０
０
円

〜
４
０
０
０
円
で
オ
ー
ド
ブ
ル
は

★
オ
ア
シ
ス
の
よ
う
な
ガ
ー

デ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン

「
パ
ラ
デ
ィ
北
野
」

ぴ
っ
と

予約力f 入れば定休日でも営業しています

い
ん

｢ お－人でも気軽にお入り下さい」と
谷中店長

季
節
に
合
わ
せ
て
替
わ
る
。
ユ
ニ

ー
ク
な
こ
と
に
、
コ
ー
ス
の
名
前

も
季
節
替
わ
り
（
〃
）
で
、
花
の

名
前
だ
っ
た
り
、
国
名
だ
っ
た
り

と
い
つ
行
っ
て
も
飽
き
さ
せ
な
い
。

観
光
の
合
間
に
お
茶
を
す
る
の

も
い
い
。
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
・
ア
・

ラ
・
モ
ー
ド
や
キ
ッ
シ
ュ
と
マ
リ
ア

ー
ジ
ュ
・
フ
レ
ー
ル
の
紅
茶
で
ち
ょ

っ
と
リ
ッ
チ
な
気
分
は
い
か
が
。

春
に
向
け
て
、
週
末
の
プ
ラ
ン

チ
フ
ェ
ア
を
企
画
中
。
家
族
と
友

達
と
、
休
日
の
遅
い
朝
を
ブ
ラ
ン

チ
で
楽
し
む
。
地
元
の
人
に
も
っ

と
北
野
を
訪
れ
て
ほ
し
い
と
い
う

願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

回
ガ
ー
デ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
パ
ｌ
ｚ
ナ
イ
北
野

神
戸
市
中
央
区
北
野
町
２
．
柏
・
科

０
７
８
．
２
７
１
．
２
９
７
９

営
業
時
間
⑩
時
〜
把
時
火
休

☆
名
門
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
の

匂
い
が
こ
こ
に

「
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
若
杉
」

懐
か
し
の
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
ム
ー
ン
ラ

イ
ト
。
浜
田
マ
マ
の
あ
の
優
し
い

瞳
と
デ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
の
よ
う
に
組

ん
だ
す
ら
り
と
し
た
足
を
想
い
出

す
。 ■

レ
ス
ト
ラ
ン
ラ
ピ
エ
ー
ル

神
戸
一
巾
中
央
区
下
山
手
通
４
．
６
．
６
コ

ー
ワ
元
町
１
Ｆ

０
７
８
．
３
９
２
．
６
８
８
５

営
業
時
間
制
時
釦
分
〜
科
時
打
時
釦
分

〜
副
時
水
休

若杉戸美子さんとそのスタッフ

多
く
の
若
手
経
済
人
を
育
て
た

名
門
ム
ー
ン
ラ
イ
ー
出
身
の
Ｂ
Ａ

Ｒ
は
今
も
神
戸
に
数
多
く
あ
る
。

中
で
も
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
育
ち
の

い
い
匂
い
を
今
も
し
っ
か
り
受
け

継
い
で
い
る
の
が
生
田
新
道
の
シ

ャ
ル
マ
ン
ピ
ル
地
下
に
あ
る
「
Ｎ

Ｅ
Ｗ
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
筈
健
杉
」
だ
。

１
８８

１
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１
月
７
日
、
ス
ナ
ッ
ク
「
ス
テ

ィ
ル
」
が
、
北
野
ハ
ン
タ
ー
坂
の

伸
野
ビ
ル
に
移
転
。
３
階
は
地
酒

の
店
、
４
階
は
ス
ナ
ッ
ク
と
一
風

変
わ
っ
た
お
店
に
な
っ
た
。
「
神
戸

に
な
い
変
わ
っ
た
お
店
を
つ
く
ろ

う
と
考
え
て
い
た
ら
ひ
ら
め
い
た
。

そ
れ
に
、
一
石
二
鳥
で
し
ょ
う

（
笑
い
）
」
と
加
藤
由
美
マ
マ
。
３

階
の
地
酒
の
お
店
は
、
落
ち
着
い

て
い
て
、
心
地
よ
く
飲
め
る
。
料

理
の
メ
ニ
ュ
ー
は
現
在
検
討
中
と

の
こ
と
で
、
腕
自
慢
の
板
さ
ん
募

集
中
！４

階
は
、
以
前
の
お
店
同
様
、

陽
気
な
ス
タ
ッ
フ
が
お
相
手
を
し
て

く
れ
る
。
ま
ず
は
３
階
で
気
持
ち
よ

く
酔
っ
て
、
４
階
に
歌
い
に
行
こ

う
！
歌
い
放
題
で
４
５
０
０
円
。

■
ス
テ
ィ
ル

神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通
２
．
個
・
空
伸

野
ビ
ル
（
３
Ｆ
地
酒
）
０
７
８
．
２
２

２
．
３
１
８
７
営
業
時
間
灯
時
〜

（
４
Ｆ
ス
ナ
ッ
ク
）
０
７
８
．
２
２
２
。

３
１
８
８
営
業
時
間
旧
時
〜
日

曜
・
祝
休

4 Ｆスナックのお店

１
８９

１

震
災
の
翌
年
の
暮
れ
に
再
開
し

一
周
年
を
す
ぎ
た
。
ム
ー
ン
ラ
イ

ト
を
愛
し
た
客
た
ち
が
今
も
若
杉

マ
マ
の
も
と
に
通
う
。

匂
い
と
い
う
の
は
品
の
よ
さ
と

ど
こ
か
ハ
イ
カ
ラ
な
雰
囲
気
。
カ

ラ
オ
ケ
も
Ｏ
Ｋ
で
気
さ
く
な
ス
タ

ッ
フ
に
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
明
日

へ
の
活
力
が
湧
く
。

回
ラ
ウ
ン
ジ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｎ

挫
戸
市
下
山
手
通
２
．
１
．
杷
第
旧
シ
ャ

ル
マ
ン
ビ
ル
Ｂ
１

０
７
８
◇
３
３
１
．
９
５
３
４

営
業
時
間
旧
時
〜
０
時
日
・
祝
休

☆
「
ス
テ
ィ
ル
」
が
北
野
ハ
ン

タ
ー
坂
に

、

3 Ｆ地酒のお店

☆
ヘ
ル
シ
ー
時
代
の
「
無
農
薬

沢
庵
」
新
発
売

兵
潰
兵
庫
食
品
株
式
会
社
（
本

社
碑
神
戸
市
兵
庫
区
）
が
手
が
け

る
「
無
膿
薬
沢
庵
」
が
好
評
だ
。

営
業
担
当
の
周
さ
ん
日
く
「
高
ま

る
健
康
ニ
ー
ズ
に
応
え
よ
う
と
、

鹿
児
島
県
内
の
産
地
で
準
備
に
３

年
か
け
て
の
発
売
で
す
．
値
段
的

に
は
従
来
の
も
の
よ
り
も
や
や
高

く
な
り
ま
す
が
、
本
当
に
い
い
も

の
は
売
れ
る
時
代
で
之
。

特
徴
と
し
て
は
、
無
農
薬
栽
培

へ
の
こ
だ
わ
り
を
持
つ
生
産
農
家

と
手
を
組
み
、
良
質
の
素
材
を
生

か
し
て
い
る
こ
と
、
少
人
数
家
庭

に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
サ
イ
ズ

が
調
整
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。

同
社
で
は
、
沢
庵
の
ほ
か
に
も

味
噌
な
ど
、
有
機
栽
培
の
大
豆
や

米
を
使
っ
た
商
品
開
発
に
余
念
が

な
い
。健

康
管
理
の
基
本
は
食
生
活
。

原
材
料
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要

が
あ
り
そ
う
だ
。

回
沢
庵
函
「
こ
だ
わ
り
（
か
つ
お
味
）
」

（
ハ
ー
フ
）
１
９
８
円
無
農
薬
み
そ
５

９
８
円
な
ど
大
手
ス
ー
パ
ー
・
量
販

店
で
取
り
扱
っ
て
い
る

☆
人
と
犬
の
『
共
存
』
を
め
ざ

し
て
日
名
○
ｍ
荷
」

多
く
の
犬
が
飼
わ
れ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
『
し
つ
け
」

は
イ
マ
イ
チ
の
日
本
で
、
欧
米
の

感
覚
を
取
り
入
れ
た
喫
茶
店
が
オ

ー
プ
ン
し
た
。
店
名
か
ら
「
犬
を

連
れ
て
な
き
ゃ
ダ
メ
な
の
か
…
」

と
思
っ
た
人
も
い
る
か
も
知
れ
な

お店のトレードマークは郡司家の
愛犬「ハニー」

い
が
、
ど
う
ぞ
ご
安
心
を
。
観
光

客
な
ど
７
割
は
い
わ
ば
「
普
通
の

お
客
さ
ん
」
だ
。

「
あ
ま
り
犬
が
好
き
で
は
な
い

お
客
さ
ん
に
も
快
適
に
過
ご
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
口
呂
ｇ
駁
で

は
５
つ
の
ル
ー
ル
を
設
け
て
い
ま

す
。
犬
を
テ
ー
ブ
ル
や
ソ
フ
ァ
に

あ
げ
な
い
、
放
さ
な
い
よ
う
に
す

る
な
ど
、
人
と
犬
が
同
じ
時
間
を

楽
し
む
た
め
に
は
マ
ナ
ー
の
向
上

が
必
要
で
す
ね
」
と
オ
ー
ナ
ー
の

郡
司
さ
ん
。

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
は
、
ベ
ー
グ
ル

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
セ
ッ
ト
ー
０
０
０

円
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
に
は
ス
ペ
シ
ャ

ル
ホ
ー
ム
メ
イ
ド
ケ
ー
キ
に
フ
レ
ー

バ
ー
コ
ー
ヒ
ー
が
お
す
’
す
め
。
ド
ッ

グ
メ
ニ
ュ
ー
に
は
ワ
ン
セ
ッ
ト
（
Ｌ

サ
イ
ズ
）
５
０
０
円
な
ど
が
あ
る
。

店
内
に
は
た
く
さ
ん
の
ド
ッ
グ

グ
ッ
ズ
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、

そ
れ
ら
を
眺
め
て
い
る
だ
け
で
も

楽
し
い
。

■
ロ
呂
○
里
の

神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通
３
・
柏
・
値

０
７
８
．
２
３
１
．
３
９
６
１

営
業
時
間
制
時
〜
翠
時
月
休
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込
ん
で
い
た
の
で
す
っ
と
入
っ
て

い
け
ま
し
た
。
激
情
を
表
し
て
み

た
か
っ
た
の
で
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ

ン
ド
劇
場
の
舞
台
空
間
を
意
識
し

て
い
ま
す
」
と
、
和
紙
に
拙
か
れ

た
抽
象
墨
絵
の
な
か
に
「
こ
の
世

の
名
残
。
夜
も
名
残
。
死
に
ゆ
く

身
を
…
」
な
ど
の
文
面
が
綴
ら
れ
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
壁
に
直
接
掛
け
ら

れ
て
い
た
。
太
い
タ
ッ
チ
の
オ
ド

ロ
オ
ド
ロ
し
い
文
字
は
日
本
手
拭

い
で
力
強
く
書
か
れ
て
い
て
迫
力

が
あ
る
が
、
ど
こ
か
同
広
流
の
シ

ャ
ー
プ
な
デ
ザ
イ
ン
感
覚
が
顔
を

見
せ
て
い
た
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
中

は
バ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
、
バ

ッ
ハ
の
マ
タ
イ
受
難
曲
が
流
れ
て

独
自
の
空
間
を
保
っ
て
い
た
。
次

回
個
展
で
は
、
神
戸
ゆ
か
り
の
作

品
が
何
に
な
る
の
か
楽
し
み
で
あ

る
。国

内
で
初
め
て
、
電
気
な
ど
を

燃
料
と
す
る
低
公
害
車
を
レ
ン
タ

関
西
ゆ
か
り
の
作
品
を
発
表
し

続
け
て
い
る
画
家
の
国
広
節
夫
さ

ん
の
作
品
展
が
、
１
月
ｎ
日
か
ら

釦
日
ま
で
、
花
隈
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

サ
ー
カ
ス
・
サ
ー
カ
ス
で
開
か
れ

た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
曾
根
崎

心
中
」
．
「
２
年
毎
に
年
明
け
に
個

展
を
や
っ
て
い
る
け
ど
、
今
同
の

テ
ー
マ
は
心
中
も
の
、
よ
く
考
え

た
ら
松
の
内
だ
っ
た
。
源
氏
物
語
、

平
家
物
語
と
や
っ
て
、
つ
い
に
曾

根
崎
心
中
。
以
前
に
雑
誌
の
銀
花

で
書
い
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
読
み

☆
国
広
節
夫
さ
ん
の
曾
根
崎
心

中
は
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
劇

場
の
舞
台

１
９０

１

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

蕉月流の木村高司さんの華に彩られ、
入口の何無阿弥陀仏の文字が印象的だ
った

会場内はまるで閏のお花畑
写真右は同社社長の大河原神戸国際観光
協会専務理事

☆
「
神
戸
エ
コ
カ
ー
」

架
橋
開
通
４
月
５
日
発
車

ル
す
る
株
式
会
社
神
戸
エ
コ
カ
ー

が
１
月
鋤
日
設
立
さ
れ
た
。
神
戸

市
が
呼
び
か
け
、
パ
ソ
ナ
、
オ
リ

ッ
ク
ス
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
、
コ
ー

プ
こ
う
べ
な
ど
８
社
が
出
資
。
明

石
海
峡
大
橋
が
開
通
す
る
４
月
５

日
よ
り
営
業
を
ス
タ
ー
ト
す
る
。

明
石
海
峡
大
橋
の
開
通
を
記
念

し
て
、
今
年
の
神
戸
蘭
展
は
さ
ら

に
盛
大
に
開
催
さ
れ
る
。
約
１
万

㎡
の
会
場
に
並
ぶ
、
約
５
万
株
の

世
界
の
蘭
。
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
や
即

売
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
蘭
の
種
類
や

殺
培
方
法
な
ど
を
実
践
を
通
し
て
学

☆
神
戸
蘭
展
，
肥
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災交社

ぶ
セ
ミ
ナ
ー
も
同
時
開
催
す
る
。

さ
ら
に
、
閲
を
育
て
て
い
る
と

い
う
人
は
、
宅
巾
民
展
示
コ
ー
ナ
ー
」

へ
の
出
展
も
可
能
。
丹
梢
を
込
め

て
育
て
た
前
を
披
露
す
る
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
ー
人
気
投
票
で
支
持

さ
れ
た
作
品
に
は
市
民
展
示
賞
が

用
意
さ
れ
て
い
る
（
出
展
無
料
・

参
届
柳
賀
あ
り
）
。

回
神
戸
蘭
展
，
記

期
間
函
３
月
型
日
（
火
）
〜
詔
日
（
日
）

９
時
釦
分
〜
旧
時
（
入
場
は
〜
打
時
卯

分
、
聖
日
は
洞
時
開
場
）

場
所
叩
神
戸
国
際
展
示
場
（
ポ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
内
）

入
場
料
碑
大
人
１
６
０
０
円
、
小
・
中

学
生
８
０
０
円

③
プ
レ
ゼ
ン
ト

「
神
戸
蘭
展
‐
卵
」
招
待
券
を
印
名
様

に
。
月
刊
神
戸
っ
子
・
川
崎
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

劇
団
民
婆
の
早
春
・
３
月
公
演

は
、
水
庭
久
美
子
さ
ん
の
書
き
下

ろ
し
新
作
「
夢
二
の
妻
」
α
画
家

で
詩
人
の
竹
久
夢
二
が
世
を
去
っ

た
１
９
３
４
年
の
晩
秋
、
夢
二
の

妻
だ
っ
た
岸
た
ま
き
と
ア
ナ
ー
キ

ス
ト
、
大
杉
栄
の
愛
人
だ
っ
た
神

★
女
性
の
愛
と
自
立
を
描
く
．

劇
団
民
雲
「
夢
二
の
妻
」

1.8001農１
９１

１

南風洋子さん

近
市
子
が
久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ

せ
、
わ
が
身
の
加
年
を
そ
れ
ぞ
れ

に
振
り
返
る
、
と
い
う
柵
成
で
物

語
は
展
開
す
る
。

夢
二
の
愛
を
た
よ
り
に
生
き
た

た
ま
き
と
職
業
婦
人
と
し
て
『
新

し
い
女
』
を
め
ざ
し
た
市
子
の
葛

藤
は
、
現
代
女
性
に
も
領
け
る
こ

と
が
多
い
は
ず
。

元
タ
カ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
の
南
風
洋

子
の
主
演
で
お
く
る
。

国
劇
団
民
雲
公
演
「
夢
一
一
の
妻
」

日
時
》
４
月
２
日
（
木
）
伯
時
卯
分
開
演

場
所
”
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
（
中
ホ
ー
ル
）

料
金
函
４
０
０
０
円

⑳
プ
レ
ゼ
ン
ト

神
戸
公
演
チ
ケ
ッ
ト
を
５
組
ね
名
様

に
。
官
製
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
職
業
を
明
記
の
上
、

左
記
ま
で
申
し
込
む
。
〒
２
１
５
．
０

０
３
５
川
崎
市
麻
生
区
黒
川
６
４
９
．

１
劇
団
民
蕊
制
作
部
・
平
田
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
４
４
．
９
８
７
．
７
７
１
１
）
３

月
即
日
締
切

明
治
ｎ
年
、
開
港
間
も
な
い
神

戸
の
地
で
、
外
国
商
人
と
対
等
に

渡
り
合
え
る
人
材
を
育
成
し
よ
う

と
、
神
戸
商
業
講
習
所
（
現
・
県

立
神
戸
商
業
高
等
学
校
）
が
設
立

さ
れ
た
。
今
年
で
創
立
１
２
０
周

年
。

１
月
焔
日
午
前
Ⅲ
時
か
ら
は
、

学
校
に
兵
庫
県
教
育
長
の
栗
原
高

志
さ
ん
ら
来
賓
、
教
職
員
、
生
徒
、

☆
「
県
商
」
創
立
１
２
０
周
年

記
念
行
事
に
卒
業
生
集
ま
る

本
笹
は
、
ユ
ニ
セ
ブ
の
ブ
ー
タ
ン
珊
猫

所
が
ユ
ニ
セ
フ
帥
周
年
を
記
念
し
て
出
版

し
た
絵
本
で
あ
る
っ
収
益
金
は
ブ
ー
タ
ン

の
子
ど
も
た
ち
の
教
材
や
校
舎
建
設
資
金

に
充
て
ら
れ
る
。
優
し
い
英
語
で
書
か
れ

て
い
る
の
で
、
日
本
の
子
ど
も
た
ち
に
は

適
当
な
英
語
孜
材
と
な
り
そ
う
だ
（
日
本

語
解
説
の
小
冊
子
付
き
）
．

＊
問
い
合
わ
せ
・
注
文
先
〒
１
６
０
．

０
０
１
５
束
京
都
新
宿
区
大
京
町
班
・
叩

ユ
ニ
セ
フ
ハ
ウ
ス
（
財
）
日
本
ユ
ニ
セ
フ

協
会
協
力
班
業
部
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３
．
３
３
５

５
．
３
２
２
２

保
誰
者
、
同
窓
生
お
よ
そ
１
５
０

０
人
が
集
い
、
記
念
式
典
が
行
わ

れ
た
。
ま
た
、
同
日
午
後
６
時
か

ら
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

で
始
ま
っ
た
卒
業
生
・
若
柳
吉
由

二
さ
ん
の
祝
舞
も
好
評
。
同
校
構

内
に
は
同
窓
会
会
館
の
建
設
も
予

定
さ
れ
て
お
り
、
祝
宴
の
席
上
、

同
窓
会
の
佐
々
木
理
事
長
よ
り
宗

和
校
長
に
同
窓
会
目
録
が
渡
さ
れ

る
一
場
而
も
あ
っ
た
。

☆
淡
路
ワ
ー
ル
ド
パ
ー
ク

○
ｚ
○
六
○
刀
○
ス
タ
ー
ト

身
近
な
外
国
、
世
界
を
遊
ぼ
う

ア
ク
セ
ス
抜
群
Ｉ
、
こ
の
春
の
ド

ラ
イ
ブ
コ
ー
ス
が
ぐ
〜
ん
と
広
が

る
明
石
海
峡
大
橋
開
通
。
特
に
注

目
し
た
い
の
は
、
３
月
鰯
日
淡
路

島
に
オ
ー
プ
ン
す
る
「
淡
路
ワ
ー

ル
ド
パ
ー
ク
ｏ
ｚ
ｏ
録
○
両
○
」
。
世
界

を
代
表
す
る
有
名
建
築
物
が
展
示

さ
れ
た
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ワ
ー
ル
ド
、

世
界
の
海
岸
風
景
を
ウ
ォ
ー
タ
ー

ラ
イ
ド
で
巡
る
ワ
ー
ル
ド
ク
ル
ー 記念式典のようす

蒜面’

国
神
戸
の
本
棚

☆
「
ナ
ド
と
ザ
ン
モ
」
（
英
語
版
）

昨
年
の
「
阪
神
間
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
展

（
会
期
叩
叩
月
昭
日
〜
廻
月
７
日
）
は
、
兵

庫
県
立
近
代
美
術
館
、
西
宮
市
大
谷
記
念

美
術
館
、
芦
屋
市
立
美
術
博
物
館
、
芦
屋

市
谷
崎
潤
一
郎
記
念
館
の
４
館
が
そ
れ
ぞ

れ
に
テ
ー
マ
を
も
っ
て
同
時
冊
催
し
、
好

評
を
博
し
た
。
本
脊
は
、
こ
の
展
覧
会
の

成
果
を
伝
え
る
た
め
に
出
版
さ
れ
た
『
公

式
カ
タ
ロ
グ
」
の
よ
う
な
も
の
。
六
甲
山

麓
に
花
開
い
た
洋
風
文
化
の
香
り
を
明
治

末
期
ｌ
昭
和
巧
年
の
軌
跡
を
辿
り
な
が
ら

伝
え
る
。

☆
阪
神
間
モ
ダ
ニ
ズ
ム

「
阪
神
間
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
展

実
行
委
員
会
編
著

Ｎ蝿Oal1dZangmo艇鯉璽塾
綴
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き
で
な
け
れ
ば
、
神
戸
の
特
性

が
発
揮
さ
れ
な
い
。
こ
ん
な
時

期
だ
が
、
幸
い
明
る
い
ニ
ュ
ー

ス
も
あ
る
。

最
大
の
話
題
は
「
明
石
海
峡

大
橋
」
だ
。
こ
の
春
、
四
月
五

日
に
開
通
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、

世
界
最
長
の
吊
り
橋
が
完
成
す

る
と
い
う
快
挙
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
関
西
圏
と
四
国
が

陸
続
き
に
な
る
。
そ
こ
に
は
新

し
い
世
紀
へ
の
息
吹
き
が
感
じ

ら
れ
て
頼
も
し
い
限
り
だ
。

そ
の
他
に
も
、
神
戸
東
部
新

都
心
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
も
力
強
い
ス

テ
ッ
プ
と
い
え
る
。
そ
し
て
、

今
話
題
を
集
め
て
い
る
の
は

「
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
」
（
第
二

１
月
皿
日
、
宝
石
・
時
計
の
老

舗
「
カ
ミ
ネ
」
が
、
取
引
先
や
同

業
者
を
招
待
し
、
親
睦
を
深
め
る

カ
ミ
ネ
会
が
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神

戸
で
開
か
れ
た
。
震
災
後
は
じ
め

て
と
な
っ
た
会
に
は
、
全
国
各
地

か
ら
多
数
の
参
加
者
が
集
ま
っ

た
。
「
沖
純
の
激
戦
に
巻
き
込
ま

れ
、
一
瞬
の
内
に
、
友
人
の
す
べ

て
を
失
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

数
々
の
無
残
を
見
、
不
条
理
を
感

じ
ま
し
た
。
今
日
は
皆
さ
ん
と
い

っ
し
ょ
に
、
こ
の
幸
せ
な
環
境
に

ズ
な
ど
…
、
そ
こ
は
一
歩
入
れ
ば
、

外
国
気
分
満
戦
。
世
界
の
様
々
な

文
化
と
の
出
会
い
や
旅
の
世
界
の

魅
力
が
楽
し
め
る
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ

ン
ト
ス
ポ
ッ
ト
の
誕
生
だ
。

回
兵
庫
県
津
名
郡
津
名
町
塩
田
新
島

８
．
５
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
９
９
．
６
２
。

１
１
９
２

入
園
料
大
人
１
２
０
０
円
、
小
人
６

震
災
復
興
の
決
め
手
だ

震
災
か
ら
三
年
を
経
過
し
た
。

全
国
ネ
ッ
ト
で
震
災
三
年
の
状

況
が
発
信
さ
れ
、
被
災
の
状
況

が
再
現
さ
れ
、
改
め
て
災
害
の

凄
ま
じ
さ
に
圧
倒
さ
れ
、
胸
が

つ
ま
る
思
い
で
あ
っ
た
。

「
神
戸
っ
子
」
持
ち
前
の
、

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ト

こ
そ
今
必
要
で
あ
る
。
神
戸
の

街
は
あ
く
ま
で
明
る
く
、
前
向

花時計

期
）
に
大
規
模
集
客
施
設
を
立

ち
上
げ
る
と
い
う
椛
想
が
発
表

さ
れ
た
こ
と
だ
。

ま
ず
震
災
復
興
の
象
徴
と
な

る
都
市
づ
く
り
、
大
阪
湾
ベ
イ

エ
リ
ァ
の
中
核
機
能
を
果
た
す

街
づ
く
り
、
二
十
四
時
間
化
、

多
様
化
な
ど
発
展
の
可
能
性
と

可
変
性
を
備
え
た
街
づ
く
り
、

複
合
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の

街
づ
く
り
、
二
十
一
世
紀
に
向

け
た
環
境
問
題
に
配
慮
し
た
街

づ
く
り
を
傍
標
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
か

ら
基
本
構
想
が
練
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
こ
そ
震
災
復
興

の
決
め
手
に
な
る
夢
を
託
せ
る
、

ビ
ッ
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

（
Ｙ
・
Ｙ
）

‘ ‘

9 8 年３月２２日オープン予定

０
０
円
、
幼
児
４
０
０
円

営
業
９
時
卯
分
〜
打
時
釦
分
（
季
節

に
よ
り
変
更
あ
り
）
休
園
叩
水
曜
日

感
謝
し
、
平
和
を
満
喫
し
ま
し
ょ

う
」
と
上
根
保
社
長
は
あ
い
さ
つ
。

参
加
者
た
ち
は
全
国
か
ら
も
ち
よ

っ
た
情
報
を
交
換
し
あ
っ
た
。

ま
た
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
三
木
ま

さ
子
さ
ん
、
ピ
ア
ノ
演
奏
佐
田
め

ぐ
み
さ
ん
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も

行
わ
れ
、
神
戸
の
夜
空
に
美
し
い

歌
声
が
響
き
わ
た
っ
た
。

ー

☆
カ
ミ
ネ
会
が
再
開

上根保社長

１
９２

１

六
○
ｍ
ｍ
℃
○
の
『

★
田
辺
聖
子
先
生
の
３
年
間
に
わ
た

る
ロ
イ
ヤ
ル
特
別
講
座
は
、
第
２
年
度

テ
ー
マ
伽
光
源
氏
の
愛
と
悲
し
み
”
が
、

四
月
か
ら
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
の
文

化
教
室
“
エ
コ
ー
ル
・
ド
・
ロ
イ
ヤ
ル
”

で
始
ま
り
ま
す
。
会
場
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
宴
会
場
。
受
諦
料
／
１
年
間

（
哩
回
）
３
３
０
０
０
円
半
年
間
１
８

０
０
０
円
。
お
申
込
み
０
６
．
４
４

８
．
１
１
２
１
内
線
３
５
９
０

☆
書
家
の
望
月
美
佐
先
生
は
、
３
月

四
日
〜
妬
日
、
日
本
の
新
し
い
響
き
〜

日
本
古
典
芸
能
芸
術
を
世
界
に
〜
と
米

国
公
減
記
念
企
画
を
立
て
、
出
発
さ
れ

ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
ワ
シ
ン
ト
ン

の
２
ヶ
所
で
公
演
さ
れ
、
文
楽
の
吉
田

文
吾
師
、
笛
の
藤
舎
次
生
師
と
共
に
文

楽
と
笛
と
謹
の
出
会
い
を
植
田
紳
爾
先

生
の
演
出
で
催
さ
れ
ま
す
。

★
第
４
回
「
小
磯
良
平
大
賞
展
」
の

公
募
が
始
ま
り
ま
し
た
。
委
託
搬
入
期

間
平
成
加
年
叩
月
５
日
〜
ｎ
日
。
直
接

搬
入
期
間
恥
月
晦
日
１
超
日
。
お
問
合

せ
読
売
新
聞
大
阪
本
社
事
業
局
内
。

「
小
磯
良
平
大
街
展
」
堺
務
局
０
６
。

３
６
６
．
１
８
４
２
１
３

☆
国
立
民
族
零
丁
博
物
館
長
石
毛
直
道

氏
か
ら
、
京
セ
ラ
文
庫
「
英
国
議
会
資

料
」
披
露
式
典
、
記
念
公
演
が
、
３
月

３
日
に
国
立
民
族
学
博
物
館
に
お
い
て

開
か
れ
る
と
ご
案
内
が
あ
り
ま
し
た
．

★
哩
月
釦
日
に
服
部
メ
ガ
ネ
店
専
務

の
西
村
美
代
子
さ
ん
の
ご
主
人
・
西
脇

病
院
長
西
村
和
夫
氏
が
亡
く
な
ら
れ
２

月
７
日
西
脇
市
民
会
館
で
ご
葬
儀
と
病

院
葬
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

☆
福
寿
酒
造
の
安
福
武
之
助
会
長
が

１
月
Ⅳ
日
に
亡
く
な
ら
れ
、
２
月
即
日

社
葬
が
石
屋
川
の
酒
心
館
に
お
い
て
取

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
喪
主
は
安
福
重
照

社
長
。

★
１
月
ｎ
日
に
と
ん
か
つ
武
蔵
の
川

飛
毅
晋
の
長
男
興
祐
さ
ん
が
亡
く
な
ら

れ
１
月
哩
日
に
、
ご
葬
儀
が
．
心
よ
り

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

★
本
誌
・
代
表
取
締
役
社
長
の
小
泉

康
夫
は
、
２
月
７
日
を
持
っ
て
社
主
に
。

代
表
取
締
役
編
集
長
に
小
泉
美
喜
子
、

専
務
取
締
役
に
佐
井
裕
勝
が
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
導

き
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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人
の
稲
州
幣
同
士
氏
の
同
が
真
剣
だ
っ
た
の
が
印

象
的
で
し
た
。

☆
メ
ニ
ュ
ー

全
体
的
に
安
い
な
Ｉ
Ⅱ
う
れ
し
１
１
．

（
人
気
ベ
ス
ト
３
）

１
．
和
定
食
（
焼
さ
か
な
、
天
ぷ
ら
、
さ
し
み
）

￥
１
３
０
０

２
．
な
べ
や
き
う
ど
ん
お
す
し
付
（
冬
期
限
定
１

番
高
値
の
ラ
ン
チ
で
す
）
￥
１
６
０
０

３
．
ビ
ー
フ
カ
レ
ー
（
し
か
つ
り
煮
込
ん
で
高
級

ホ
テ
ル
級
。
こ
の
プ
ラ
イ
ス
は
ゴ
ル
フ
場
で
は
安

い
で
す
よ
ね
）

￥
８
０
０

※
訂
正
と
お
詫
び

先
月
号
の
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｙ
ゴ
ル
フ
文
中
、
ジ
ャ
ッ

ク
・
ニ
コ
ラ
ウ
ス
は
ニ
ク
ラ
ウ
ス
、
ス
パ
イ
ク
シ

ュ
ー
ズ
は
ス
パ
イ
ク
レ
ス
シ
ュ
ー
ズ
の
間
違
い
で

し
た
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

おいしいゴルフの楽しみ方～

神戸駅から新神戸トンネル1 0 分で箕谷へ、御坂
東、御坂と約1 8 分で到着。大阪からは、中国池
田I C から約2 0 分で神戸J C T を抜け、約1 5 分で三
木東I C から２分で到着。

「
三
木
ゴ
ル
フ
倶
楽
却
堅
へ
行
っ
て
来
ま
し
た

山
陽
逗
里
閣
辿
で
大
阪
方
面
か
ら
も
と
て
も
行

き
や
す
く
な
っ
た
三
木
コ
ル
フ
倶
率
蔀
。
三
宮
か

ら
車
で
如
分
と
柿
知
脚
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
も
昭

和
唖
年
ｎ
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
こ
は
、
か
れ
こ

れ
４
半
附
唇
紀
の
麻
詣
杢
と
ク
リ
ア
、
』
陣
統
あ
る
ゴ
ル

フ
場
と
し
て
根
強
い
人
』
示
貴
誇
り
ま
寸
お

距
離
た
っ
ぷ
り
の
上
に
、
幅
も
た
っ
ぷ
り
、

フ
ラ
ッ
ト
な
良
い
コ
ー
ス
で
す
。
今
年
か
ら
２

年
か
け
て
、
南
・
西
・
束
の
３
コ
ー
ス
訂
ホ
ー

ル
す
べ
て
の
グ
リ
ー
ン
を
ベ
ン
ト
化
予
定
。
残

り
少
な
く
な
っ
た
高
腿
柴
の
グ
リ
ー
ン
を
味
わ

い
た
い
人
は
お
早
め
に
！

メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
を
大
切
に

法
人
・
正
・
週
日
の
各
会
員
の
総
数
１
４
０

０
名
。
婦
人
は
正
会
員
に
含
ま
れ
、
女
性
ゴ
ル

フ
ァ
ー
も
一
人
前
扱
い
！
株
式
会
社
で
あ
り

な
が
ら
、
社
﹇
即
法
人
的
経
営
方
針
で
、
メ
ン
バ

ー
第
一
主
義
と
い
う
姿
勢
。
現
在
、
正
会
員
権

１
０
０
０
万
〜
１
１
０
０
万
円
で
も
充
分
そ
の

価
値
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

引
サ
ー
ビ
ス
も
な
く
、
広
告
・
宣
伝
も
ほ
と
ん

ど
し
な
い
。

…
と
い
う
徹
底
ぶ
り
で
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
が

守
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ビ
ジ
タ
ー
に
も
同
伴
で

プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
平
日
は
、

グ
リ
ー
ン
フ
ィ
￥
８
９
０
０
、
キ
ャ
デ
ィ
ー
フ

ィ
￥
４
０
０
０
、
ゴ
ル
フ
利
用
税
￥
１
０
０
０

と
い
う
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
プ
ラ
イ
ス
設
定
が
う

れ
し
い
で
す
ね
。

メ
ン
バ
ー
タ
イ
ム
シ
ス
テ
ム

ゴ
ル
フ
は
、
メ
ン
バ
ー
に
な
る
と
す
ご
く
安

く
で
プ
レ
ー
で
き
る
の
で
す
が
、
４
人
参
加
の

ゲ
ー
ム
の
た
め
、
誰
か
を
必
ず
誘
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
誘
わ
れ
た
人
は
、
ビ
ジ

タ
ー
価
格
何
万
円
が
必
要
、
と
な
る
と
誘
う
方

も
気
を
つ
か
う
も
の
で
す
。
し
か
し
し
か
し
、

自
分
の
ホ
ー
ム
コ
ー
ス
で
、
出
来
れ
ば
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
で
気
軽
に
プ
レ
ー
し
た
い
…
…
！

そ
こ
で
お
勧
め
が
、
メ
ン
バ
ー
タ
イ
ム
シ
ス

テ
ム
。
こ
こ
で
は
特
に
メ
ン
バ
ー
同
士
の
交
流

が
盛
ん
な
の
で
、
１
人
で
ふ
ら
っ
と
来
場
し
、

初
対
面
で
も
４
人
揃
え
ば
ス
タ
ー
ト
Ｏ
Ｋ
！
と

い
う
、
メ
ン
バ
ー
タ
イ
ム
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す

る
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
、
週
末
な
ど
に
は
仙
人
は
下

ら
な
い
と
か
。
ま
さ
に
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の
良

さ
が
現
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
会
員
制
な
ら
ば
ゴ
ル
フ

場
に
限
ら
ず
テ
ニ
ス
で
も
よ
く
利
用
さ
れ
る
そ

う
で
す
が
、
意
外
と
ゴ
ル
フ
場
で
は
あ
ま
り
見

か
け
ま
せ
ん
。
バ
ブ
ル
期
の
会
員
権
売
買
が
会

員
制
の
雰
囲
気
を
こ
わ
し
た
の
も
原
因
の
ひ
と

つ
で
す
が
、
ま
た
少
し
づ
つ
復
活
の
き
ざ
し
が

見
え
ま
す
。
ゴ
ル
フ
が
好
き
で
、
ゴ
ル
フ
を
楽

し
み
た
い
人
が
メ
ン
バ
ー
に
な
る
時
こ
う
い
う

ポ
イ
ン
ト
も
考
え
て
入
会
す
る
の
も
１
つ
の
手

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
別

今
年
か
ら
の
ハ
ー
ド
面
充
実
に
と
も
な
い
、

ソ
フ
ト
面
で
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
、
キ
ャ
デ
ィ
ー

研
修
ｅ
ｔ
ｃ
、
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
支
配

蟹
尋 雪I／』支配人の稲継氏

期きい１伴

締# ;ズ
の１が ﾝ １
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■
神
戸
の
工
房
を
め
ぐ
る
〈
そ
の
６
〉

酒
心
館
の
手
打
ち
そ
ば
と
豆
腐
の
職
人
た
ち

福
元
早
夫
〈
作
家
》
撮
影
／
米
田
英
男
池
田
年
夫

若
い
力
と
神
戸
の
新
名
所

一
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
神
戸
回

神
戸
の
地
酒
と
灘
の
文
化
の
蔵
「
神
戸
酒
心
館
」
が
誕
生
し

て
蔵
開
き
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
は
、
昨
年
末
の
十
二
月
二
日
で

あ
る
。
灘
五
郷
の
御
影
郷
に
あ
る
清
酒
「
福
一
蓋
の
蔵
元
が
震

災
後
に
再
生
し
て
、
四
つ
の
酒
蔵
に
手
づ
く
り
の
酒
と
食
と
文

化
の
究
極
を
あ
つ
め
た
の
が
こ
の
館
で
あ
る
。

場
所
は
阪
神
電
車
の
石
屋
川
駅
か
ら
南
西
へ
徒
歩
で
約
一
○

分
、
国
道
四
十
三
号
線
の
南
側
沿
い
で
上
を
阪
神
高
速
道
路
が

は
し
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
「
お
い
し
さ
」
と
「
楽
し
さ
」
、

「
出
会
い
」
と
「
ふ
れ
あ
い
」
の
テ
ー
マ
が
、
蔵
ご
と
に
あ
つ

め
ら
れ
て
い
る
。

喜
璽
亙
墜
は
最
新
鋭
の
空
調
施
設
の
な
か
で
、
あ
た
ら
し
い

設
備
を
つ
か
っ
た
伝
統
の
高
品
質
の
酒
づ
く
り
を
お
こ
な
う
醸

造
工
場
で
あ
る
。
「
東
明
蔵
」
は
匠
の
技
術
と
暮
ら
し
の
粋
を

「
さ
か
ば
や
し
」
の
手
打
ち
そ
ば

１
９４

１

2 5 食分のそばを一気につくる木村さん

あ
つ
め
た
シ
ョ
ッ
プ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
あ
る
。
「
水
明
華
哩
は

蔵
か
ら
出
し
た
ば
か
り
の
生
酒
と
、
自
家
製
の
豆
腐
や
手
打
ち

そ
ば
、
そ
れ
に
産
地
直
送
の
旬
の
味
を
た
ん
の
う
で
き
る
食
事

ど
こ
ろ
に
な
っ
て
い
る
。

璽
塁
明
蔵
」
は
〈
酒
心
館
ホ
ー
ル
〉
で
、
酒
蔵
が
発
信
す
る
文

化
の
創
造
の
ス
テ
ー
ジ
で
あ
る
。
木
造
の
ふ
る
い
酒
蔵
を
修
復

し
た
多
目
的
ホ
ー
ル
で
は
、
酒
心
館
が
独
自
に
企
画
し
た
催
物

の
ほ
か
に
、
音
楽
や
』
槙
削
、
伝
妹
鯉
云
能
や
ア
ー
ト
、
そ
れ
に
カ

ル
チ
ャ
ー
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
集
会
な
ど
に
活
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

旬
の
味
と
新
鮮
な
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た
飲
食
店
舗
「
さ
か
ば

や
し
」
で
、
手
打
ち
そ
ば
を
つ
く
っ
て
い
る
木
村
博
隆
さ
ん
は
、

こ
の
道
二
年
の
若
い
職
人
さ
ん
で
あ
る
。
酒
心
館
の
誕
生
に
そ

な
え
て
、
能
登
や
静
岡
で
修
業
を
つ
み
か
さ
ね
、
自
力
で
技
術

を
身
に
つ
け
て
き
た
。
「
こ
の
道
を
す
す
む
き
っ
か
け
は
、
会

社
の
勤
務
が
終
っ
て
か
ら
調
理
学
校
へ
か
よ
っ
て
い
た
ん
で
す

よ
。
和
食
が
好
き
で
、
勉
強
を
し
て
い
た
の
で
す
。
そ
れ
で
は
、

と
声
が
か
か
っ
て
き
た
わ
け
で
す
」

木
村
さ
ん
は
そ
う
語
っ
て
か
ら
、
手
打
ち
そ
ば
づ
く
り
に
と

り
か
か
り
は
じ
め
た
。
は
じ
め
は
〈
こ
れ
〉
の
工
程
で
あ
る
。

そ
ば
粉
が
八
に
小
秀
蒋
添
二
の
比
率
で
、
素
材
を
こ
れ
て
い
く
。
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日本庭園と「さかばやし｣ 。落ち着いた雰囲
気がいい

１
９５

１

｢ わんどうふ」のさらっとした舌ざわりは何ともいえない

産

琴・~姉
「
小
麦
粉
を
い
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
舌
ざ
わ
り
が
よ
く
な
り
、

日
も
ち
も
良
く
な
る
ん
で
す
」

つ
ぎ
に
水
を
そ
そ
ぐ
．
軟
水
を
使
っ
て
い
る
。
こ
れ
や
す
く
て
、

そ
ば
に
な
っ
て
か
ら
茄
で
る
と
き
に
ち
が
い
が
で
て
く
る
と
い

』
フ
。「

加
水
量
に
そ
ば
の
命
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
気
温
や
湿
度
に

大
き
く
影
響
き
れ
て
、
朝
と
昼
と
で
も
条
件
が
違
う
ん
で
す
よ
。

水
の
調
整
加
減
で
め
ん
の
腰
が
き
ま
り
ま
す
し
、
お
客
さ
ん
が

す
ぐ
に
反
応
し
ま
す
か
ら
油
断
が
で
き
ま
せ
ん
」

木
村
さ
ん
は
体
力
の
す
べ
て
と
精
神
を
集
中
さ
せ
て
、
こ
れ
の

作
業
を
つ
づ
け
た
。
外
は
真
冬
で
寒
い
の
に
、
額
に
汗
を
流
し

て
い
る
。
ひ
び
割
れ
の
部
分
が
で
き
な
い
よ
う
に
と
こ
だ
わ
る

か
ら
だ
。
こ
れ
つ
づ
け
て
大
き
な
玉
に
し
て
い
き
、
つ
ぎ
に
ラ

ッ
プ
を
か
け
て
し
ば
ら
く
寝
か
せ
た
。

「
そ
ば
粉
と
水
分
を
よ
く
な
じ
ま
せ
る
た
め
で
す
。
そ
う
す
る

と
つ
ぎ
の
工
程
で
打
ち
や
す
い
で
す
か
ら
ね
」

そ
う
い
い
な
が
ら
打
ち
粉
を
台
板
に
ま
き
、
寝
か
せ
た
そ
ば

の
素
材
を
と
り
だ
し
て
、
一
ｍ
方
の
手
に
全
身
の
力
を
こ
め
、
円

盤
状
に
の
ば
し
て
い
き
は
じ
め
た
。
顔
に
汗
を
に
じ
ま
せ
た
力

仕
事
が
つ
づ
く
。
長
さ
九
十
セ
ン
チ
の
め
ん
棒
を
と
り
だ
し
て
、

そ
れ
を
器
用
に
使
っ
て
丸
く
大
き
く
薄
く
の
ば
し
て
い
き
は
じ

め
た
。
伸
び
た
も
の
を
こ
ん
ど
は
、
め
ん
棒
に
巻
き
つ
け
て
、

円
形
だ
っ
た
も
の
を
四
角
状
に
形
状
を
変
え
て
い
く
。

「
打
ち
の
作
業
条
件
も
、

四
季
や
時
間
帯
に
影
響
さ

れ
る
ん
で
す
。
冬
が
い
ち

ば
ん
良
く
、
朝
が
さ
ら
に

い
い
で
す
ね
」

め
ん
棒
を
と
り
替
え
な
が

ら
木
村
さ
ん
は
い
い
、
あ

ら
た
に
手
に
し
た
細
い
棒

で
さ
ら
に
薄
く
の
ば
し
て

､

か
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
、
と
木
村
さ
ん
は
笑
っ
て
か
ら
、
専
用

の
包
丁
を
つ
か
っ
て
、
そ
ば
切
り
の
作
業
を
は
じ
め
た
。
手
つ

き
が
あ
ざ
や
か
で
あ
る
。
め
ん
の
厚
み
と
同
じ
幅
に
切
り
刻
ん

で
い
っ
た
。

「
お
客
さ
ん
の
反
応
が
気
に
か
か
り
ま
す
よ
ね
。
客
の
喜
こ
び

が
自
分
の
よ
ろ
こ
び
で
す
．
夢
は
そ
ば
を
媒
介
に
し
た
新
し
い

料
理
の
研
究
を
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
た
と
え
ば
懐
石
料
理

な
ど
で
す
が
」

仕
事
の
手
を
休
め
ず
に
木
村
さ
ん
は
い
っ
た
。 い

き
は
じ
め
た
・

見
ご
と
だ
っ
た
。

こ
れ
た
そ
ば
が
紙

の
よ
う
に
、
う
す

く
広
く
伸
び
き
っ

た
の
を
見
て
い

て
、
芸
術
作
品
を

観
賞
し
て
い
る
よ

う
だ
っ
た
。
そ
れ

を
こ
ち
ら
が
い
う

と
、
正
直
に
い
っ

て
い
ま
壁
に
ぶ
つ

く
っ
て
か
ら
、
専
用

「
蔵
豆
盲
屋
づ
く
り
の
名
人
は
親
子
二
代

自
然
の
や
さ
し
さ
を
食
材
に
し
て
、
形
と
味
を
か
え
た
の
が

能
登
秘
伝
の
自
家
製
豆
腐
、
「
蔵
豆
富
」
で
あ
る
。
石
川
県
門

前
町
の
曹
洞
宗
大
本
山
総
持
寺
祖
院
御
用
達
の
、
「
弥
三
平
豆

腐
店
一
の
星
野
正
光
さ
ん
が
、
息
子
の
孔
介
さ
ん
と
酒
蔵
で
こ

の
秘
伝
の
豆
腐
を
つ
く
っ
て
い
る
。

無
農
薬
の
大
豆
に
天
妖
お
に
が
り
を
使
っ
た
昔
な
つ
か
し
い

豆
腐
は
、
郷
愁
を
さ
そ
わ
れ
る
お
い
し
さ
が
あ
っ
た
。
す
く
い

と
う
ふ
、
胡
麻
入
り
と
う
ふ
、
そ
れ
に
食
べ
ご
た
え
の
あ
る
油
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〃
容

弓
々
志

「
実
家
が
豆
腐
屋
で
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
手
伝
っ
て
き
ま
し

た
か
ら
、
天
職
の
よ
う
な
も
の
で
す
」
と
星
野
孔
介
さ
ん
は
笑

っ
て
か
ら
、

「
豆
腐
は
豆
と
水
が
命
で
す
。
豆
は
能
登
の
珠
洲
（
烹
す
）
の

農
家
に
指
定
し
て
作
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
あ
そ
こ
は
土
地

が
い
い
で
す
か
ら
、
農
作
物
の
収
穫
が
豊
か
な
ん
で
す
よ
。
水

は
軟
適
水
を
こ
こ
で
使
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
れ
以
上
の
条
件
は

あ
り
ま
せ
ん
よ
」

と
い
っ
て
胸
を
は
っ
た
。
豆
腐
づ
く
り
は
朝
が
早
い
が
、
こ

こ
で
は
六
時
ご
ろ
か
ら
は
じ
め
る
。
星
野
さ
ん
に
聞
い
て
、
と

う
ふ
の
製
造
法
を
ま
と
め
た
。

ひ
と
晩
水
に
つ
け
て
お
い
た
大
豆
に
水
を
加
え
な
が
ら
、
ど
ろ

揚
げ
は
健
康
食
品
だ
か
ら
、
酒
の
肴
に
も
ぴ
っ
た
り
で
あ
る
。

父
親
の
星
野
正
光
さ
ん
は
門
前
町
の
町
お
こ
し
の
リ
ー
ダ
ー

で
、
歴
史
的
・
文
化
的
視
点
か
ら
も
豆
腐
に
関
す
る
造
け
い
が

深
い
。
「
蔵
豆
富
」
で
製
造
と
販
売
を
担
当
す
る
息
子
の
孔
介

さ
ん
は
、
大
学
で
情
報
工
学
を
学
ん
で
か
ら
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

生
活
を
へ
て
、
父
親
の
跡
を
ひ
き
つ
い
だ
と
い
う
変
り
種
で
あ

る
。
親
子
二
代
で
お
い
し
い
豆
腐
つ
く
り
に
情
熱
を
燃
や
し
て

い
る
。

迦罵
､ 一

〃

１§’
’

一b 岨

ら
ね
。
い
ま
の
豆
腐
づ
く
り
は
硫
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
が
多
い
の
で

す
が
、
こ
こ
は
天
然
の
に
が
り
を
使
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
本
物

を
作
っ
て
い
る
ん
で
す
」

と
う
ふ
は
生
き
も
の
だ
、
と
星
野
さ
ん
は
い
う
。
一
日
で
三

○
○
か
ら
五
○
○
個
を
つ
く
る
。
種
類
は
木
坐
綿
と
う
ふ
、
絹
と

う
ふ
、
碗
と
う
ふ
、
胡
麻
と
う
ふ
、
油
あ
げ
で
あ
る
。

「
木
綿
と
う
ふ
は
固
さ
と
豆
の
味
わ
い
の
調
和
が
大
事
で
、
碗

と
う
ふ
は
舌
ざ
わ
り
の
さ
ら
っ
と
し
た
と
る
で
と
、
そ
れ
ぞ
れ

苦
労
し
ま
す
が
、
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
よ
」

謙
虚
な
人
が
ら
の
星
野
さ
ん
が
こ
と
ば
に
力
を
こ
め
て
い
っ

た
。

お
わ
び
と
訂
正

神
戸
っ
子
２
月
号
掲
載
の
「
本
高
砂
屋
」
の
創
業
が
「
昭
和
十
塁
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
「
明
治
十
年
」
の
誤
り
で
す
。

パートの女性三人と作っている。神戸の人はやさしい、
と星野さん

ｌ
妬
Ｉ

ど
ろ
に
す
り
つ
ぶ
し
ま
す
。
こ
れ
を
今
号
と
い
い
、
こ
れ
に

水
を
加
え
て
釜
で
煮
る
。
一
○
分
ぽ
か
り
沸
と
う
さ
せ
て
か
ら
、

布
袋
に
入
れ
て
し
ぼ
っ
て
豆
乳
を
と
る
。
し
ぼ
り
か
す
が
卯

（
》
ユ
の
花
、
つ
ま
り
お
か
ら
で
あ
る
。

豆
乳
の
温
度
が
摂
氏
七
○
度
く
ら
い
に
さ
が
っ
た
と
こ
ろ

で
、
凝
問
剤
を
加
え
て
か
き
ま
ぜ
、
た
く
さ
ん
穴
を
あ
け
た
型

箱
に
綿
布
を
敷
い
て
、
そ
こ
へ
移
し
て
凝
固
さ
せ
る
。
こ
の
状

態
の
も
の
を
〈
く
み
豆
腐
〉
ま
た
は
〈
お
ぼ
ろ
豆
腐
〉
と
い

い
、
お
も
し
を
か
け
て
水
分
く
ゆ
〉
を
切
る
と
、
木
綿
豆
腐

采
溌
」
し
）
が
で
き
る
．

絹
ご
し
豆
腐
は
合
〉
の
水
か
げ
ん
を
少
な
く
し
た
濃
い
め

の
豆
乳
を
、
穴
の
な
い
型
箱
に
入
れ
て
そ
の
ま
ま
凝
固
さ
せ
た

も
の
で
、
お
も
し
を
使
わ
な
い
の
で
表
面
が
滑
ら
か
な
も
の
に

な
る
の
で
あ
る
。

神
戸
酒
心
館
へ
や
っ
て
く
る
ま
え
に
、
星
野
さ
ん
は
石
川
県

圃
削
町
の
実
家
で
み
っ
ち
り
修
行
を
し
て
き
た
。
仕
事
を
ま
か

せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
楽
し
い
と
い
う
．
職
場
の
雰
囲
気
は
な
か

な
か
い
い
。

「
豆
腐
づ
く
り
で
い
ち
ば
ん
気
を
つ
か
う
の
は
、
に
が
り
の
打

ち
か
た
で
す
よ
。
固
ま
り
方
に
大
き
な
影
響
犀
あ
た
え
ま
す
か

〃
容

弓
々
志

伺頼
丙〃匙
鈴穂
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、
⑳
魅
力
そ
の
３

ノ

こ
れ
は
使
え
る
！
交
通
・
宿
泊
ス
ー
パ
ー
イ
ン
デ
ッ

ク
ス

行
き
た
い
ス
ポ
ッ
ト
が
す
ぐ
引
き
出
せ
る
よ
う
、
掲

載
ス
ポ
ッ
ト
は
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
表
記
に
て
紹
介
。
ア

／
ウ
セ
ス
情
報
や
宿
泊
ポ
イ
ン
ト
も
お
さ
え
ま
し
た
．
、

つ

、
．
魅
力
そ
の
１
ノ

巻
頭
特
集
『
明
石
海
峡
大
橋

の
す
べ
て
』

明
石
海
峡
大
橋
に
関
わ
る
情

報
を
こ
こ
で
完
全
網
羅
。
美

し
い
ビ
ジ
ュ
ア
ル
と
文
章
で
、

／
橋
の
風
景
を
紹
介
し
ま
す
．
、

明
石
海
峡
大
橋
開
通
記
憲

最
新
ド
ラ
イ
ブ
＆
レ
ジ
ャ

１
９
９
８
年
４
月
５
日
に
い
よ
い
よ
開
通
す
る
『
パ
ー
ル
ブ
リ
ッ
ジ
』
こ
と
明
石
海
峡
大
橋
。

こ
の
開
通
を
記
念
し
て
、
レ
ジ
ャ
ー
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
ぐ
る
つ
と
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

タ
ゥ
ン
情
報
全
国
ネ
ッ
ト
西
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
の
５
つ
の
タ
ウ
ン
誌
と
本
誌
月
刊
神
戸
っ
子
の
共
同
出
版
と
な
る
こ
の
本
は
、
ロ
ー
カ
ル
な

ら
で
は
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
情
報
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

『
ぐ
る

ジ
ャ
ー
ガ
イ
ド

三
一

回
３、、
魅
力
そ
の
２

ノ

関
西
ベ
イ
エ
リ
ア
・
淡
路
島
・
四
国
・
山
陽
〜
斬
新
な

エ
リ
ア
設
定
で
魅
力
満
載
の
レ
ジ
ャ
ー
エ
リ
ア
を
紹
介

日
帰
り
、
１
泊
２
日
な
ど
、
出
か
け
る
人
の
ス
タ
イ
ル

に
合
わ
せ
て
自
由
の
コ
ー
ス
設
定
で
き
る
よ
う
、
レ
ジ

ャ
ー
エ
リ
ア
を
ス
ポ
ッ
ト
単
位
で
紹
介
。
も
ち
ろ
ん
周

／
極
情
報
や
穴
場
情
報
も
し
っ
か
り
お
さ
え
ま
す
．
、

Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」
発
売
中
！
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